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お い ら せ広 報

「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌

おいらせ特産のニンジンの皮をむく
桂奈々さん（百石高校食物調理科３
年）。コックコートを着た瞬間「プ
ロの料理人」の顔になる。

食べてくれる人に
心を込めて

特
集


食
を
支
え
る
黄
金
の
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
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上
新
町
健
遊
会　

会
長

さ
ん

こむかい・きわ◉ 1943（昭和
18）年八戸市生まれ。上新町地
区の認知症予防グループ「上新
町健遊会」の立ち上げに関わる。
04 年に２代目会長に就任した。
趣味は手芸。夫との２人暮らし。
おいらせ町上新町在住、67歳
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地
区
の
高
齢
者
を
中
心
に
立
ち
上

げ
ら
れ
た
。
同
地
区
の
世
帯
数
は

２
０
０
世
帯
余
り
で
、
高
齢
化
率
が

高
い
地
域
。
認
知
症
予
防
へ
の
関
心

を
高
め
、
高
齢
者
の
自
主
的
な
参
加

を
促
す
の
が
狙
い
だ
っ
た
。

　

会
員
は
現
在
30
人
余
り
。
65
歳
以

上
の
高
齢
者
で
組
織
さ
れ
、
平
均
年

齢
は
72
歳
だ
。
会
合
に
集
ま
る
人
々

は
、
み
な
笑
顔
で
楽
し
み
な
が
ら
活

動
を
し
て
い
る
。

　
「
会
員
に
は
80
歳
以
上
の
人
も
い

ま
す
。『（
次
の
活
動
は
）
何
を
や
る

の
？
』
と
楽
し
そ
う
に
聞
い
て
く
れ

ま
す
。そ
れ
が
と
て
も
う
れ
し
く
て
。

私
自
身
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
」

　

小
向
さ
ん
は
笑
顔
で
語
る
。

　

今
後
は
男
性
会
員
の
加
入
促
進
に

向
け
て
頑
張
り
た
い
と
話
す
小
向
さ

ん
。
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

　

上
新
町
健け

ん

遊ゆ
う

会（
以
下「
健
遊
会
」）

は
上
新
町
地
区
で
認
知
症
予
防
に
取

り
組
む
グ
ル
ー
プ
。
毎
月
２
回
の
定

例
会
を
は
じ
め
、
積
極
的
に
認
知
症

予
防
の
学
習
、
高
齢
者
へ
の
声
掛
け

活
動
を
し
て
い
る
。
そ
の
他
公
共
施

設
な
ど
に
手
作
り
の
座
布
団
や
ク
ッ

シ
ョ
ン
を
寄
贈
し
て
い
る
。

　

こ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
「
エ
イ
ジ

レ
ス
ラ
イ
フ
実
践
者
及
び
社
会
参
加

活
動
事
例
」
と
し
て
、
こ
の
ほ
ど

仙
台
市
で
開
か
れ
た
「
高
齢
社
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
イ
ン
仙
台
」
で
内
閣
府

か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

　

会
長
の
小
向
き
わ
さ
ん
（
67
）
＝

上
新
町
＝
は
「
こ
れ
ま
で
地
道
に
続

け
て
き
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
大
変

光
栄
で
す
。
会
員
み
ん
な
で
頂
い
た

賞
で
す
」
と
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ

る
。

　

健
遊
会
は
２
０
０
２
年
、
上
新
町

小
向
き
わ

広報おいらせ 12 月号の印刷経費は、
１冊あたり約 92 円です

みんなに

「みんなの笑顔が励みになる」
地域とともに認知症予防活動

教えたくなる

この 人

OIRASE FRONT PAGE Komukai Kiwa FILE_21

特
集

食
を
支
え
る
黄
金
の
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー

青森県内の県立高校で唯一、
調理師免許許を取得できる県立百

石高校（西澤孝
こう

悦
えつ

校長、生徒 539 人）。食
の達人を育てる「食物調理科」には現在 106 人が

学ぶ。不況のさなか、就職率、進学率はなんと 97％。真面目で、
正直で、賢い生徒たちは、自らのチカラで道を開き、夢を実現し、信頼感を得
ている。おいらせの大地に、おいらせにしかない学校をつくり、おいらせの生
徒が通い、おいらせの食材を使って、おいらせの人のために料理を作る。人と
地域資源が融合して生まれた 100％おいらせ産のシステムは、おいらせの食を
支える黄金のセットメニュー。いわば「おいらせ定食」だ。同校に、昨今の食
品不安や不況を克服する安全・安心な食の源流を見た。
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学年 学科 男 女 計

１年
普通科 57 63 120

商業科 16 24 40

食物調理科 19 18 37

２年
普通科 48 65 113

商業科 9 27 36

食物調理科 16 18 34

３年
普通科 44 46 90

商業科 14 20 34

食物調理科 13 22 35

計 236 303 539

市町村 普通科 商業科 食調科 計
八 戸 市 134 57 52 243

お い ら せ 町 102 40 18 160

三 沢 市 57 13 18 88

五 戸 町 19 0 4 23

六 戸 町 7 0 2 9

十 和 田 市 0 0 5 5

野 辺 地 町 0 0 2 2

む つ 市 0 0 2 2

県 内 （ 他 ） 3 0 2 5

青 森 県 外 1 0 1 2

県立百石高校の沿革

1948
県立三本木・三本木農業高校百石
分校として設置（夜間定時制課程、
男子農業科、女子家庭科）

1949 県立三本木農業高校の所管へ
1951 昼間部課程（女子家庭科）を併置

1952
県立八戸東高校へ所管替え（夜間
部、普通科）

1954
昼間部（女子家庭科）は２年の短
期課程へ

1957
県百石高校として独立開校（夜間
定時制課程、普通科）

1962
開校 15 周年・独立開校５周年記念
式典

1968 家政科設置（定時制課程）

1970
県へ移管。県立百石高校として開
設許可。全日制課程（普通科、家
政科）を設置。校歌制定

1971 商業科１学級を設置
1973 定時制課程閉校
1974 普通科２学級を増設
1976 新校舎改築工事を開始

1977
新校舎へ移転（普通科教室棟、管
理棟完成）

1978
開校 30 周年・校舎落成式典
第２体育館竣工

1987 練成館屋内練習場竣工
1988 創立 40 周年記念式典
1991 野球場竣工
1992 食物調理科実習教室棟が完成

1993
調理師法に基づき調理師養成施設
として指定を受ける。食物調理科
１学級を設置

1994 運動場完成
1998 創立 50 周年記念式典
2008 創立 60 周年記念式典

　

食
物
調
理
科
は
１
９
９
３
年
に
設

置
さ
れ
た
。
普
通
科
な
ら
管
轄
は
文

部
科
学
省
だ
け
だ
が
、
同
科
は
「
調

理
師
養
成
施
設
」
で
も
あ
り
、
厚
生

労
働
省
も
管
轄
す
る
。
こ
れ
ま
で

５
１
７
人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
、

そ
の
多
く
は
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ホ
テ
ル

や
飲
食
店
な
ど
に
就
職
。
い
ず
れ
も

第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
。

　

学
科
開
設
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、

計
画
か
ら
実
現
ま
で
３
年
余
り
か

か
っ
た
。
教
室
や
調
理
室
は
、
普
通

学
級
よ
り
も
広
い
面
積
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
冷
蔵
庫
、

ガ
ス
コ
ン
ロ
や
か
ま
な
ど
の
設
備

も
、
プ
ロ
が
使
う
本
格
的
な
仕
様
が

求
め
ら
れ
た
。

　

い
く
つ
も
の
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越

え
て
開
設
し
た
食
物
調
理
科
は
、
安

全
・
安
心
な
食
の
担
い
手
、
未
来
の

料
理
人
を
育
て
る
唯
一
無
二
の
地
域

資
源
で
も
あ
る
。

　

町
役
場
分
庁
舎
の
北
東
に
凜り
ん

と
建

つ
県
立
百
石
高
校
。
普
通
科
（
１
学

年
３
学
級
）
の
他
に
商
業
科
（
同
１

学
級
）
と
食
物
調
理
科
（
同
１
学
級
）

が
あ
る
。
生
徒
た
ち
は
、
こ
こ
で
進

学
や
就
職
に
向
け
て
毎
日
の
学
習
に

励
ん
で
い
る
。

　

こ
の
う
ち
食
物
調
理
科
は
、
ユ

ニ
ー
ク
な
学
科
と
し
て
各
方
面
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
る
。
３
年
間
の
学
習

を
終
え
た
生
徒
に
は
、
調
理
師
免
許

が
与
え
ら
れ
る
。
県
立
高
校
で
調
理

師
免
許
を
取
得
で
き
る
の
は
県
内
で

同
校
だ
け
だ
。

在校生徒数（2010 年度）生徒の出身市町村（2010 年度）

第１章

お
い
ら
せ
町
唯
一
の
高
校
「
百
石
高
校
」
―

こ
こ
に
は
県
立
高
校
で
県
内
唯
一
の
「
食
物
調
理
科
」
が
あ
る
。

安
全
・
安
心
な
食
の
担
い
手
、
未
来
の
料
理
人
を
育
て
る
学
科
だ
。

-syoku-

調
理
師
免
許
が
取
れ
る

ユ
ニ
ー
ク
な
学
科

料
理
人
」が
集
う

あ
る
高
校

―

「
未
来
の

特
色

MOMOISHI HIGH SCHOOL

◀十和田
R45

百石漁港▶

百石高校

分庁舎

東公民館

町立病院

奥入瀬川

★

▲
三
沢

八
戸
▼

青森県立百石高等学校

〶 039-2223
青森県上北郡おいらせ町苗平谷地 46
Tel 0178 � 2088　Fax 0178 � 8315
URL  http://www.sanpachi-n.asn.ed.jp/~momoishi
◦校長　西澤孝悦　◦生徒数　539 人
◦学級　普通科⑨、商業科③、食物調理科③

R45
R338

百石高校 検索 ⬅

Data
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食
の
プ
ロ
を
育
て
る

妥
協
な
き
取
り
組
み

　

食
物
調
理
科
の
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
、
厚
生
労
働
省
の
基
準
で
定
め

ら
れ
て
い
る
。
調
理
師
免
許
取
得
に

向
け
た
専
門
学
習
の
ほ
か
、
毎
週
、

調
理
実
習
の
時
間
が
設
け
ら
れ
る
。

　

生
徒
た
ち
は
「
授
業
を
休
む
暇
は

ほ
と
ん
ど
な
い
」と
口
を
そ
ろ
え
る
。

　

実
習
で
学
ぶ
ジ
ャ
ン
ル
は「
和
食
」

「
洋
食
」「
中
華
」
―
な
ど
幅
広
い
。

教
師
の
他
に
、地
元
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
な
ど
第
一
線
で
活

躍
す
る
プ
ロ
を
招
き
、
実
践
的
な
授

業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容

は
、
学
年
が
進
む
に
連
れ
て
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

　

食
材
は
ほ
と
ん
ど
が
地
元
産
。
安

全
・
安
心
へ
の
こ
だ
わ
り
と
地
産
地

消
の
精
神
は
、
こ
こ
で
育
ま
れ
る
。

　

実
習
中
、
講
師
の
話
を
聞
き
な
が

ら
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
生
徒
た
ち
。

▼
味
わ
い
▼
香
り
▼
音
▼
温
度
▼
見

栄
え
―
な
ど
の
情
報
を
五
感
で
感
じ

取
る
。
私
語
は
な
い
。
真
剣
そ
の
も

の
だ
。

　

生
徒
の
多
く
は
「
料
理
の
プ
ロ
」

を
目
指
し
て
い
る
。
入
学
時
か
ら
進

路
を
定
め
、
夢
に
向
か
っ
て
日
々
努

力
を
重
ね
て
い
る
の
だ
。
学
校
で

あ
っ
て
も
「
調
理
師
養
成
施
設
」。

妥
協
な
き
取
り
組
み
が
食
の
プ
ロ
を

育
て
て
い
る
。

▲八戸プラザホテルの上澤恒雄さんを講師に招き、本格的な調理技術を実習で学ぶ。生徒たちはプロの技を食い入るように見つめる

調理師資格は日本独自の国家資格 Cook  Qualification

　調理師は日本独自の資格。「調理師法」
に基づき、都道府県知事が実施する試験
に合格した人に与えられる。試験科目は
▶食文化概論▶衛生法規▶栄養学▶食品
学▶公衆衛生学▶食品衛生学▶調理理論
―の７科目。試験に合格し、調理師名簿
に登録されると免許証が交付される。
　調理師試験以外にも、百石高校食物調

理科など厚生労働大臣が指定した調理師
養成施設の卒業者には、無試験で免許が
与えられる。調理師またはこれ以上の資
格（栄養士、管理栄養士など）があれば、
食品衛生責任者になることができる。自
治体の食品営業許可を取得している飲食
店には、必ず１人は食品衛生責任者を置
かなければならない。

 

  

focus

　

百
石
高
校
事
務
長
に
就
任
し
た

の
は
91
年
で
す
。
す
で
に
学
科
再

編
の
話
は
進
ん
で
い
ま
し
た
。
設

置
さ
れ
て
い
た
家
政
科
を
廃
止
し

て
「
食
物
調
理
科
」
を
新
設
す
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

最
初
の
１
年
間
は
、
何
度
も
国

や
県
と
協
議
し
ま
し
た
。
校
舎
新

築
に
は
多
額
の
費
用
が
掛
か
る
た

め
、
既
存
校
舎
を
改
築
し
て
対
応

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
厚
生
省

（
＝
当
時
）
の
厳
し
い
基
準
を
ク

リ
ア
で
き
る
よ
う
、
設
計
業
者
と

何
度
も
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

学
科
再
編
と
は
い
え
、
食
物
調

理
科
の
設
置
は
「
高
校
の
中
に
調

理
師
専
門
学
校
を
つ
く
る
」
よ
う

な
も
の
。
県
内
に
例
は
な
く
、
手

探
り
状
態
で
し
た
。
教
職
員
が
一

丸
と
な
り
「
生
徒
た
ち
が
快
適
に

学
習
で
き
る
環
境
を
つ
く
ろ
う
」

と
必
死
で
し
た
。

　

工
事
は
92
年
６
月
に
着
工
、
同

年
10
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
生
徒

の
授
業
を
妨
げ
な
い
よ
う
、
大
き

な
音
が
出
る
作
業
は
夜
間
に
行
い

ま
し
た
。
作
業
の
進
み
具
合
が
気

に
な
っ
て
、
毎
日
現
場
へ
足
を
運

ん
だ
も
の
で
す
。

　

新
校
舎
が
完
成
し
た
と
し
て

•当時を知る人に聞く

立ち上げに駆け回った３年間

食物調理科は 1993 年 4 月、
初めての入学生を受け入れ、
スタートした。
新しい学科の立ち上げに
力を注いだ当時の事務長
野月嘉信さんに話を伺った。

地域の食を担う人材に育ってほしい

野月嘉信さ
ん

のづき・よしのぶ◉ 1943 年十和田市生まれ。62 年上北教育事務
所で勤務、89 年に県立五戸高校事務長として異動。91 年から５
年間県立百石高校事務長を務め、食物調理科の立ち上げに関わる。
その後県立三本木高校、三本木農業高校を経て、2004 年に定年退
職。妻、娘と孫と４人暮らし。十和田市在住、66 歳

【Profile】

1 2 3

1_ 食物調理科（３年５組）の教室。写真右側のスペースは準備作業や着替えなど
に利用。国の厳しい基準を満たし、普通科の教室よりも広い空間を確保している
2_ 調理室に設置されるテーブルや機材、備品なども基準を満たすものばかり。本
格的な調理が快適にできるよう工夫された間取りだ
3_ 給食室で見られるような大なべなど、設備は充実している

も
、
生
徒
が
い
な
け
れ
ば
学
校
と

し
て
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
と
て
も

心
配
で
し
た
。
校
長
や
教
頭
は
、

管
内
の
中
学
校
へ
足
し
げ
く
通
っ

て
、
受
験
生
に
食
物
調
理
科
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。

　

翌
93
年
４
月
、
食
物
調
理
科
に

は
定
員
ど
お
り
の
生
徒
が
入
学
、

料
理
人
を
養
成
す
る
た
め
の
授
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の

笑
顔
を
見
て「
や
っ
て
良
か
っ
た
」

と
万
感
の
思
い
で
胸
が
熱
く
な
り

ま
し
た
。

　

退
職
し
て
か
ら
も
、
広
報
お
い

ら
せ
や
地
元
新
聞
な
ど
で
食
物
調

理
科
の
活
躍
を
目
に
し
ま
す
。
自

分
の
こ
と
の
よ
う
に
う
れ
し
く
な

り
ま
す
。

　

昨
今
、
食
の
安
全
に
関
わ
る

ニ
ュ
ー
ス
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
消
費

者
の
食
に
対
す
る
関
心
が
高
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
「
食
は
人
の
命
を
支
え
る
大
切

な
も
の
」
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

安
全
・
安
心
な
食
に
つ
い
て
正
し

く
学
べ
る
場
、
地
域
の
食
を
担
う

人
材
を
育
て
る
「
百
石
高
校
食
物

調
理
科
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

Noduki Yoshinobu

‖ Keyman's Voice ‖
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第２章

-syoku-

地産地消を進め
食の不安を「払拭」する

郷土料理ワーキングは地
元の食文化を「再考」す
る場でもある。生徒たち
は新たな食材を知り、地
域を理解するきっかけに
なった

日本は今、食品不安の渦中にある。
食への安全・安心が脅かされている。
解決の鍵はおいらせにある。
地産地消が、食への信頼感を取り戻す。

が
多
い
。
さ
ら
に
▼
地
域
経
済
の
活
性

化
（
生
産
者
の
自
立
）
▼
地
域
の
食
文

化
の
継
承
―
な
ど
に
も
効
果
的
だ
。

　

百
石
高
校
食
物
調
理
科
も
、
ま
さ
に

地
産
地
消
や
郷
土
の
食
文
化
の
継
承
に

力
を
注
い
で
い
る
。

　
「
も
う
少
し
焼
き
時
間
を
短
く
し
て

も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」

　

日
が
沈
み
、
辺
り
が
暗
く
な
っ
た
こ

ろ
、
百
石
高
校
の
調
理
室
に
鈴
木
眞ま

弓ゆ
み

先
生
の
声
が
響
く
。
パ
ン
を
焼
い
た
生

徒
た
ち
は
、
そ
の
話
を
真
剣
に
聞
き
な

が
ら
、
再
び
作
業
を
続
け
る
。

　

授
業
が
終
わ
っ
た
後
も
調
理
室
に
い

る
の
は
「
家
庭
ク
ラ
ブ
」
の
生
徒
た
ち
。

ク
ラ
ブ
に
は
食
物
調
理
科
の
生
徒
全
員

が
所
属
し
て
い
る
。

　

近
年
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
地
元

食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
。
こ

の
日
は
、
吉
田
種
苗
㈱
（
吉
田
譲

ゆ
ず
る

代

表
取
締
役
）
か
ら
無
償
提
供
さ
れ
た
ミ

ニ
ト
マ
ト
を
使
っ
て
「
ミ
ニ
ト
マ
ト
パ

ン
」
を
作
っ
た
。
米
粉
を
使
っ
た
生
地

は
食
感
が
よ
く
、
食
べ
ご
た
え
は
十
分
。

　

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
収
穫
に
は
生
徒
た
ち

も
参
加
し
た
。「
食
材
の
出
所
を
知
る

に
は
、
生
産
者
と
の
つ
な
が
り
が
大
切
」

と
鈴
木
先
生
。
つ
な
が
り
を
持
て
る
と
、

食
材
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
が
芽
生
え

る
。
食
材
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
持

　

食
べ
物
は
本
来
、
安
全
・
安
心
が
大

前
提
な
は
ず
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
面
綿
脳

症
）
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
食
品

偽
装
表
示
問
題
ま
で
、
日
本
の
食
は

今
、
不
安
と
不
信
の
渦
中
に
あ
る
。
ブ

ロ
イ
ラ
ー
の
廃
鶏
を
軒
先
に
干
し
て
比

内
地
鶏
と
偽
っ
た
り
、
ウ
シ
の
血
や
内

臓
を
肉
に
混
ぜ
て
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
作
っ

た
り
、
食
の
安
全
を
脅
か
す
よ
う
な
不

穏
な
出
来
事
が
各
地
で
起
き
て
い
る
の

だ
。

　

食
の
安
全
・
安
心
を
証
明
す
る
生
産

履
歴
「
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
」
が
注

目
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
、
こ
う
い
う

も
の
は
な
い
方
が
い
い
に
決
ま
っ
て
い

る
。
食
べ
物
を
疑
い
、
安
全
を
確
認
し

な
け
れ
ば
、
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い

時
代
な
の
だ
。
食
へ
の
信
頼
感
の
喪
失

は
、
人
間
同
士
の
信
頼
関
係
の
喪
失
と

も
い
え
る
。

　

解
決
の
鍵
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ

る
。「
地
産
地
消
」
は
食
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
有
効
な
手
段
だ
。
▼
消
費

者
と
生
産
者
と
の
距
離
が
近
い
た
め
、

食
へ
の
信
頼
性
（
安
全
・
安
心
）
を
確

保
で
き
る
▼
旬
の
食
材
が
手
に
入
る
た

め
、
鮮
度
が
良
く
て
栄
養
価
が
高
い
▼

輸
送
距
離
が
短
い
た
め
、
二
酸
化
炭
素

な
ど
輸
送
時
に
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果

ガ
ス
を
削
減
で
き
る
―
な
ど
メ
リ
ッ
ト

て
る
よ
う
に
な
る
と
、
今
度
は
「
い
い

料
理
を
作
ろ
う
」
と
い
う
諦
め
な
い
気

持
ち
が
生
ま
れ
る
。「
生
徒
た
ち
は
、
強

い
料
理
人
の
心
構
え
が
育
っ
て
き
て
い

る
」
と
鈴
木
先
生
は
に
っ
こ
り
。

　

も
と
も
と
「
地
元
の
食
材
」
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
鈴
木
先
生
。
そ
の
思
い

が
カ
タ
チ
に
な
っ
た
の
は
、
お
い
ら
せ

ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
が
進
め
る
「
郷

土
料
理
ワ
ー
キ
ン
グ
」
へ
の
参
加
だ
っ

た
。
町
の
食
材
で
「
郷
土
料
理
」
を
復

活
さ
せ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
に
は
、
世
代

を
超
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
り
、
話
し
合
い
や
発
表
を

重
ね
て
い
る
。
ワ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し

た
家
庭
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
の
食
に
関
す

る
た
く
さ
ん
の
情
報
を
吸
収
し
た
。

　
「
知
ら
な
い
食
材
が
ま
だ
ま
だ
あ
る

こ
と
に
驚
い
た
」
と
鈴
木
先
生
。

　

生
産
者
に
食
材
の
提
供
を
お
願
い
す

る
と
快
く
引
き
受
け
て
く
れ
た
。
吉
田

種
苗
の
ほ
か
、
カ
モ
肉
や
豆
腐
の
生
産

者
、
漁
業
協
同
組
合
な
ど
と
の
つ
な
が

り
も
深
い
。「
つ
な
が
る
」
こ
と
で
得

た
信
頼
感
と
安
心
感
―
。
生
徒
た
ち
は
、

安
全
・
安
心
な
食
の
提
供
者
と
し
て
の

自
覚
と
自
信
が
芽
生
え
、
郷
土
へ
の
誇

り
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

▲ミニトマトパンの焼き上がりを確かめる千葉凌太さん（写真左）と杉浦綱兵さん（中央）。鈴木先生から出来上がったパンにチェックが入る

食
へ
の
信
頼
感
喪
失
は

人
間
同
士
の
信
頼
関
係
の
喪
失

生
産
者
と
つ
な
が
り
生
ま
れ
た

自
覚
、
自
信
、
そ
し
て
誇
り

吉田種苗の農園で
おっぱいメロンを
試食する食物調理
科の生徒ら。生産
者とのつながりが
強いほど、料理人
は食材と真剣に向
き合い、料理に自信を持てるようになる。

Oirase river's salmon curry

ミニトマトの酸味と米粉のコラボ 奥入瀬川のサケをふんだんに使った

Grape tomato & rice bread

小麦粉の代わりに米粉を使っ
ています。生地にミニトマト
ピューレをたっぷりと練り込み
ました。さわやかな酸味ともち
もち感で、食べごたえのあるパ
ンです。

奥入瀬川のサケを具材にした
カレーです。川のサケは脂肪分
が少なく、カレーの具としては
海のものより相性が良いようで
す。サケは塩こしょうで下ごし
らえしてあります。

ミニトマトパン 秋サケのカレー

Momoko-Special Menu生産者との交流から生まれた「新メニュー」

種苗会社で品種改良を重ね、野菜や果物を栽培しています。味や品質に
は自信があります。今年に入ってから、百石高校の鈴木先生から「地

元食材を提供してもらえないか」と依頼がありました。地域のた
めと喜んで受けました。おっぱいメロンとミニトマトを提供した

ところ、生徒たちが素晴らしい料理にしてくれました。生産
者として本当にうれしいです。これからも生徒たちのため

にお手伝いさせていただきます。

地域の高校のために協力できることがうれしい

吉田よしだ
ゆずる譲さん吉田種苗㈱ 代表取締役

地元の野菜や果物を
使って料理するとき
は、「絶対においしい
料理を作るぞ」という
気持ちがわいてきます。野菜を育てた人、
魚を水揚げした人の思いを、しっかり受
け止めるのも料理人の役割です。

岩本一真さん
食物調理科３年
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1_ ハーブを摘み取る吉田佳小里さん。ハーブは校内の畑で栽培して
いる
2_ ひっきりなしの注文に厨房は大わらわ。細心の注意を払いながら、
料理を盛り付ける３年生の生徒たち
3_ 注文や食事を運ぶのは１年生の役割。赤川恭平さん（中央）の説
明に、お客さんの表情も自然と緩む
4_ メーンディッシュ「鶏と魚介の２点盛り～秋のイメージで」は彩
りも鮮やかで、舌だけでなく目でも味わえる

ち
を
込
め
て
精
一
杯
も
て
な
し
た
。

　

今
年
の
メ
ー
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
「
鶏

と
魚
介
類
の
２
点
盛
り
」。秋
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
彩
り
豊
か
な
地
元
野
菜
を
付
け

合
わ
せ
た
。
他
に
は
▼
鮭
ド
リ
ア
▼
野

菜
の
ブ
イ
ヨ
ン
ス
ー
プ
▼
お
っ
ぱ
い
メ

ロ
ン
ム
ー
ス

―
を
添
え
た
メ
ニ
ュ
ー

を
定
食
に
。こ
れ
で
７
０
０
円
は
安
い
。

ボ
リ
ュ
ー
ム
も
満
点
だ
。

　

い
ち
ょ
う
の
森
に
は
朝
か
ら
多
く
の

町
民
が
訪
れ
た
。
１
年
生
は
注
文
を
聞

く
。
厨
房
の
３
年
生
は
、
忙
し
く
腕
を

振
る
う
。
見
た
目
に
も
こ
だ
わ
る
生
徒

た
ち
。
美
し
く
盛
り
付
け
ら
れ
た
料
理

は
食
の
芸
術
。
食
べ
る
の
が
も
っ
た
い

な
い
く
ら
い
だ
。

　

完
成
し
た
料
理
を
テ
ー
ブ
ル
へ
運
ぶ

１
年
生
。
こ
れ
ま
た
大
事
な
仕
事
だ
。

　
「
こ
の
料
理
の
食
材
は
、
地
元
の
特

産
品
を
使
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」

　

生
徒
の
説
明
に
、
お
客
さ
ん
の
表
情

が
自
然
と
緩
む
。
会
話
も
弾
む
。

　

食
物
調
理
科
は
主
催
事
業
の
他
に

も
、
町
の
「
農
業
ま
つ
り
」
や
「
成
人

式
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で

料
理
を
提
供
し
て
い
る
。生
徒
た
ち
は
、

ど
ん
な
場
所
で
も
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、
地
元
産
と
旬
に
こ
だ
わ
っ
た
最

高
の
料
理
を
振
る
舞
う
。

　

地
域
と
つ
な
が
り
、
消
費
者
と
距
離

を
縮
め
る
こ
と
で
信
頼
関
係
を
築
く
彼

ら
の
意
識
は
高
い
。
プ
ロ
に
勝
る
と
も

劣
ら
な
い
向
上
心
が
一
人
一
人
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

百
石
高
校
の
学
園
祭「
た
か
し
お
祭
」

は
10
月
２
、３
の
両
日
同
校
で
開
か
れ
、

生
徒
た
ち
が
日
頃
の
学
習
活
動
の
成
果

な
ど
を
披
露
し
た
。

　

学
園
祭
の
目
玉
は
、
食
物
調
理
科
の

生
徒
に
よ
る
食
堂
「
キ
ッ
チ
ン
い
ち
ょ

う
の
森
」。
地
元
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
自
慢
の
手
料
理
を
振
る
舞
う
い

ち
ょ
う
の
森
は
、
消
費
者
と
直
接
触
れ

合
う
貴
重
な
機
会
で
も
あ
る
。
１
年
生

は
注
文
や
配
膳
、
２
年
生
は
カ
レ
ー
作

り
、
３
年
生
は
定
食
作
り
を
担
当
。
日

頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
感
謝
の
気
持

「触れ合い」で深まる
消費者との信頼感
食物調理科の活動は校内だけではない。
目指すは消費者との「顔の見える関係」。
食への信頼をつかむため、
魂を込めた料理で、精一杯もてなす。

た
か
し
お
祭
で
振
る
舞
う

地
元
食
材
た
っ
ぷ
り
の
料
理

-syoku-

第３章

1 2

4

料理を作った人、味わった人に話を聞いた

Voice

「鶏と魚介類の２点盛り」はとてもおいしかっ
たです。鶏肉で包む具はエノキダケではなく、
シイタケやシメジの方が存在感があるし、「秋
らしいのでは」と思いました。ソースの量をも
う少し増やすなど工夫を加えれば、もっとすて
きな料理になると思います。

DEMACHI  TADAYUKI

久保田雄さ
ん

２年生のときはカレーなどを作りましたが、今
回の地元食材を使った定食は食材の種類も多
く、短時間で作るのは大変でした。でも事前に
何度もメニューを検討してきたので、本番は何
とか乗り切ることができました。皆さんの笑顔
を目にして、本当にうれしかったです。

出町忠幸さ
ん（一川目）

KUBOTA YUU食物調理科３年

野月洋子さ
ん

「おっぱいメロンムース」は舌触りがとてもな
めらかでした。甘すぎず、メロンのほろ苦さも
感じました。百石高校の「たかしお祭」には２
年前から来ています。食物調理科の生徒が作る
料理は本格的。地元の食材がふんだんに使われ
ているのもうれしいですね。

NOZUKI  YOKO（十和田市）

3
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絶品という言葉がくすむ
逸品の料理
わたしたちの町おいらせは食材の宝庫だ。
安全・安心で、しかもおいしい地域の食材を使って、
旬を感じるおしゃれな料理を作ってみよう。

おいらせ特産の「おっぱい
メロン」をぜいたくに使っ
たデザートです。砂糖の量
を少なめにしていますから、
メロンの香り、おいしさが
ぐっと引き立ちます。家庭
でも簡単に作ることができ
ます。ぜひチャレンジして
みてくださいね。

　　　　　食物調理科３年
　　　　　　田中美帆さん

おいらせは海でも川でもサ
ケが捕れる町です。鮭ドリ
アはサケのうま味、カレー
味リゾットの辛味、濃厚な
ソースの組み合わせでとて
もおいしくできます。オー
ブンレンジを使えば簡単に
できます。旬の味わいを楽
しんでください。

　　　　　食物調理科３年
　　　　　　藤田直樹さん

R
Momoko
   ecipe

百高の
こだわり
レシピ ❶おっぱいメロンムース

材料（10 人分）材料（４人分）

甘い香りと滑らかな舌触りの「おっぱいメロン」を使ったデザートおいらせを代表する晩秋の味覚「サケ」のうま味が凝縮

鮭ドリア
百高の
こだわり
レシピ ❷

百石沖の「サケ」 吉田種苗の
「おっぱいメロン」

太平洋の荒波と奥入瀬川の養分を含
む真水が入り混じる百石沖は、サケ
の好漁場として有名だ。新鮮なサケ
は漁業協同組合で購入できる
問百石町漁業協同組合
TEL0178 � 2385   FAX0178 � 2376

低農薬栽培のため、赤ちゃんでも母
乳のように安心して口に入れられる
意味を込め命名された。１玉４kg
近い重さだ。糖度が高いのも特徴
問吉田種苗株式会社
TEL0178 � 6509   FAX0178 � 6525

［土台用のムース］
　○ゼラチン（20g）
　○白ワイン（50cc）
　○クリームチーズ（200g）
　○牛乳（60cc）
　○砂糖（40g）
　○メロン（450g）
　○生クリーム（100cc）

［トッピング］
　○オレンジ （ 1/8 個）
　○ミントの葉（10 枚）
　○メロンの皮（少々）
　○オレンジの皮（少々）
　○カラメル（10cc）
　○生クリーム（100cc）
　○砂糖（小さじ１杯）

［リゾット］
　○白米（２合）
　○カレー粉（大さじ１杯）
　○ニンジン（40g）
　○タマネギ（100g）
　○シイタケ（１個）
　○固形コンソメ（1/2 個）

［ベシャメルソース］
　○バター（30g）
　○薄力粉（40g）
　○牛乳（600cc）
　○塩コショウ（少々）

［トッピング］
　○サケ（４切れ）
　○カボチャ（15g ×４切れ）
　○パセリ（少々）

　
「
キ
ッ
チ
ン
い
ち
ょ
う
の
森
」
の
料
理

で
、
生
徒
た
ち
が
最
も
こ
だ
わ
っ
た
の
は

「
旬
」。
食
材
に
は
最
も
お
い
し
い
季
節
が

あ
る
。
旬
に
こ
だ
わ
る
こ
と
で
、
食
材
の

魅
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
地
元
産
の
食
材
は
、
そ
の
土
地
の
気

候
や
風
土
で
育
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

自
然
に
寄
り
添
っ
た
食
の
ス
タ
イ
ル
と
い

え
る
。

　

提
供
さ
れ
た
料
理
の
中
か
ら
、
今
回

「
お
っ
ぱ
い
メ
ロ
ン
ム
ー
ス
」
と
「
鮭
ド

リ
ア
」の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。

い
ず
れ
も
身
近
な
食
材
を
使
っ
た
家
庭
で

で
き
る
簡
単
料
理
だ
。
一
手
間
か
け
る
だ

け
で
、
お
し
ゃ
れ
で
本
格
的
な
料
理
に
生

ま
れ
変
わ
る
。
一
工
夫
す
る
だ
け
で
家
族

が
笑
顔
に
な
れ
る
。
そ
ん
な
食
べ
る
ほ
ど

に
幸
福
感
を
得
ら
れ
る
旬
の
食
材
で
つ
く

る
料
理
を
、
家
庭
の
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
て

み
て
は
。
食
材
一
つ
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
料
理
に
彩
り
を
添
え
て
く
れ
る
。

❶
水
で
戻
し
た
ゼ
ラ
チ
ン
に
白
ワ

イ
ン
、
牛
乳
、
土
台
用
の
生
ク

　

リ
ー
ム
、
砂
糖
を
加
え
て
加
熱
す
る

❷
よ
く
練
っ
た
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ

を
、
①
と
混
ぜ
合
わ
せ
る

❸
ム
ー
ス
を
作
る
。
メ
ロ
ン
を
刻

ん
で
器
に
敷
き
、
②
を
上
に
か

　

け
て
冷
蔵
庫
で
１
時
間
ほ
ど
冷
や
す

❹
生
ク
リ
ー
ム
に
砂
糖
を
加
え
よ

く
泡
立
て
る

❺
オ
レ
ン
ジ
、
メ
ロ
ン
の
皮
は
形

を
整
え
て
切
る

❻
冷
蔵
庫
か
ら
出
し
た
ム
ー
ス

に
、
④
、
⑤
と
ミ
ン
ト
の
葉
を

　

添
え
、
カ
ラ
メ
ル
ソ
ー
ス
を
か
け
て

　

出
来
上
が
り

❶
ニ
ン
ジ
ン
、
タ
マ
ネ
ギ
、
シ
イ

タ
ケ
を
細
か
く
刻
む

❷
リ
ゾ
ッ
ト
を
作
る
。
炊
飯
器
に

白
米
、
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
、
カ

　

レ
ー
粉
と
①
を
入
れ
、
少
し
固
め
に

　

炊
く❸

ベ
シ
ャ
メ
ル
ソ
ー
ス
を
作
る
。

フ
ラ
イ
パ
ン
で
バ
タ
ー
を
溶
か

　

す
。
薄
力
粉
、
牛
乳
を
入
れ
、
へ
ら

　

で
な
め
ら
か
に
な
る
ま
で
加
熱
す
る

❹
焼
い
た
サ
ケ
を
細
か
く
ほ
ぐ
し

て
お
く

❺
炊
き
上
が
っ
た
②
を
器
に
盛

り
、
上
に
カ
ボ
チ
ャ
、
④
を
乗

　

せ
、
ソ
ー
ス
を
か
け
る

❻
⑤
を
２
４
０
℃
の
オ
ー
ブ
ン
で

５
分
間
焼
く
。
最
後
に
パ
セ
リ

　

を
か
け
て
出
来
上
が
り
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いちむら・たかし◉ 1981 年、下田町（＝当時）染屋生まれ。幼少のころ
から旅館を営む父の仕事を手伝い、料理人への道を志す。99 年、百石高
校食物調理科を卒業。八戸市の中華料理店で 10 年間の修行を経て、昨年
からラーメン店「鳳凰」で勤務する。妻、２女、１男と５人暮らし。おい
らせ町染屋在住、29 歳

おおすぎ・きみか◉ 1988 年八戸市生まれ。中学３年のとき「料理の道に
進むか、それとも大好きなバスケットボールを続けようか」と悩んだ末、
百石高校食物調理科に入学。07 年に卒業後、ケーキハウス「白い森」に入社。
一人前のケーキ職人を目指し奮闘中。父母との３人暮らし。おいらせ町
藤ヶ森在住、22 歳

Profile

Profile

第４章

ICHIMURA TAKASHI

O S U G I  K I M I K A

INTERVIEW
食物調理科の卒業生たち

百石高校食物調理科で「料理のいろは」を学んだ卒業生たち。
食の最前線で奮闘する彼らに話を聞いた

一
瞬
が
勝
負
の
「
ラ
ー
メ
ン
道
」

い
つ
か
は
自
分
の
店
を
構
え
た
い

高
校
で
学
ん
だ
「
基
本
」
が
役
立
っ
た

早
く
一
人
前
の
職
人
に
な
り
た
い

　

ラ
ー
メ
ン
は
庶
民
の
食

と
し
て
普
及
し
て
い
ま
す

が
、
店
舗
数
も
多
く
競
争

が
激
し
い
ジ
ャ
ン
ル
で
す
。

注
文
か
ら
出
来
上
が
り
ま

で
は
わ
ず
か
３
分
。「
一
瞬

が
勝
負
」
で
す
。

　

限
ら
れ
た
時
間
に
、
持

て
る
技
術
の
全
て
を
注
ぎ

ま
す
。
具
材
の
下
ご
し
ら

え
、
ス
ー
プ
の
調
合
、
ラ
ー

メ
ン
の
ゆ
で
作
業
な
ど
を

計
算
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

　

わ
た
し
は
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
「
お
菓
子
を
作
る

仕
事
に
就
き
た
い
」と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
中
学
生
に

な
る
と
、
毎
日
の
よ
う
に

家
で
ケ
ー
キ
や
ク
ッ
キ
ー

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
楽

し
か
っ
た
で
す
。
食
物
調

理
科
へ
の
入
学
を
希
望
し

た
の
も
こ
の
頃
で
す
。

　

高
校
３
年
間
で
学
ん
だ

こ
と
は
、
仕
事
で
役
立
っ

て
い
ま
す
。
厨
房
を
清
潔

せ
ん
。

　

食
物
調
理
科
で
学
ん
だ

基
本
的
な
技
術
は
、
今
も

し
っ
か
り
役
立
っ
て
い
ま

す
。
調
理
器
具
の
扱
い
は

す
で
に
体
に
染
み
付
い
て

い
ま
す
か
ら
ね
。

　

も
っ
と
腕
を
磨
い
て
、

将
来
は
自
分
の
店
を
構
え

る
の
が
夢
で
す
。
お
客
さ

ん
と
の
触
れ
合
い
を
大
切

に
で
き
る
、
心
温
ま
る
お

店
を
つ
く
り
た
い
で
す
ね
。

に
す
る
こ
と
が
基
本
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
先
輩

か
ら
「
い
い
癖
だ
ね
」
と

褒
め
ら
れ
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　

就
職
し
て
３
年
た
ち
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。

職
場
の
先
輩
た
ち
を
見
習

い
な
が
ら
技
術
を
身
に
付

け
て
、
一
日
で
も
早
く
一

人
前
の
ケ
ー
キ
職
人
に
な

り
た
い
で
す
。

市
村
貴
司 

さ
ん
（
１
９
９
９
年
卒
）

大
杉
公
香 

さ
ん
（
２
０
０
７
年
卒
）

食
を「
職
」に

調
理
師
資
格
は
大
き
な
武
器

-syoku-

食
の
不
安
と
並
ん
で
現
代
の
大
き
な
問
題
で
あ
る

就
業
・
雇
用
な
ど
の
「
職
の
不
安
」。

高
校
在
学
中
に
調
理
師
免
許
を
取
得
で
き
る

同
校
食
物
調
理
科
の
就
職
・
進
学
率
は
き
わ
め
て
高
い
。

逆
風
の
中
、
資
格
を
追
い
風
に
「
職
」
の
扉
を
開
く
。

　

経
済
不
況
な
ど
の
影
響
を
大
き

く
受
け
、
事
業
所
な
ど
は
新
規
採

用
を
控
え
る
傾
向
に
あ
る
。
特
に

地
方
は
、
就
職
す
る
こ
と
が
厳
し

い
時
代
が
続
い
て
い
る
。

　

青
森
県
教
育
委
員
会
に
よ
る

と
、
県
内
で
は
昨
年
、
卒
業
後
の

進
路
が
決
ま
ら
な
い
高
校
卒
業
者

は
８
５
７
人
、
全
体
の
６
・
２
％

に
上
る
と
い
う
。

　

県
教
育
委
員
会
担
当
者
は
「
不

況
に
加
え
、
県
内
は
企
業
そ
の
も

の
が
少
な
い
」
と
話
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、
百
石

高
校
食
物
調
理
科
の
進
学
率
、
就

職
率
は
高
い
。
こ
れ
ま
で
卒
業
し

た
５
１
７
人
の
う
ち
、
進
学
ま
た

は
就
職
を
決
め
た
生
徒
の
割
合
は

97
％
に
上
っ
て
い
る
。

　

食
物
調
理
科
の
生
徒
は
、
入
学

時
か
ら
料
理
人
を
目
指
す
人
が
多

い
。
入
学
し
て
か
ら
は
、
調
理
実

習
や
校
外
活
動
を
通
じ
て
、
料
理

の
ジ
ャ
ン
ル
や
職
種
な
ど
を
具
体

的
に
絞
り
込
ん
で
い
く
。「
夢
を

か
な
え
た
い
」
と
い
う
思
い
が
、

彼
ら
を
突
き
動
か
す
。

　

３
年
生
の
春
に
な
る
と
、
生
徒

は
必
死
に
就
職
情
報
を
収
集
す

る
。
求
人
情
報
だ
け
で
な
く
、
自

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
探

す
。
中
に
は
採
用
予
定
の
な
い
店

に
、
果
敢
に
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
し

就
職
を
決
め
た
生
徒
も
い
る
。

　

西
澤
校
長
は
「
在
学
中
に
調
理

師
資
格
を
取
得
で
き
る
こ
と
は
、

就
活
に
お
け
る
大
き
な
武
器
」
と

き
っ
ぱ
り
。
資
格
を
取
得
で
き
る

シ
ス
テ
ム
と
指
導
者
の
熱
意
が

「
食
を
職
に
」
と
い
う
生
徒
た
ち

の
夢
実
現
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

1995-2009 年度
食物調理科卒業生

合計　517 人

就職
　383 人（74%）

専門学校
　62 人（12%）

大学
　13 人（３％）

短期大学
　42 人（８％）

家事
　17 人（３％）

①調理　　189 人（49％）
②製菓　　    ６人（２％）
③サービス  52 人（14％）
④福祉・看護
　　　　　    ６人（２％）
⑤製造　　  31 人（８％）
⑥販売　　  24 人（６％）
⑦事務　　    ５人（１％）
⑧その他　  70 人（18％）

就職の内容

百石高校食物調理科 卒業後の進路状況

インターネットで就職先を
「自己開拓」する生徒も多い

不
況
ど
こ
吹
く
風

進
学
・
就
職
率
は
97
％

将
来
見
据
え
、
職
種
や

ジ
ャ
ン
ル
を
絞
り
込
む
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食
物
調
理
科
の
生
徒
た
ち
は
、
調

理
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
と

触
れ
合
い
、
関
わ
り
合
い
な
が
ら
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

地
域
に
根
差
し
た
活
動
は
、
ま
さ
に

「
百
石
高
校
の
顔
」
で
す
。

　

日
頃
か
ら
、
生
徒
た
ち
が
「
食
」

を
「
職
」
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
で
す
か
ら
、
調
理
の
技
術

は
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
校
生
と
し
て
本
校
で

学
ぶ
べ
き
こ
と
は
、技
術
よ
り
も「
人

と
関
わ
り
、
も
て
な
す
気
持
ち
」
で

す
。
料
理
を
食
べ
て
く
れ
る
人
、
食

材
を
提
供
し
て
く
れ
る
人
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
の

で
す
。
そ
の
「
心
」
が
、
自
立
に
向

　

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
お
菓
子
作
り

が
大
好
き
で
し
た
。
中
学
時
代
は
、

ケ
ー
キ
や
ク
ッ
キ
ー
を
作
る
こ
と
に

夢
中
に
な
り
ま
し
た
。
家
族
が
「
お

い
し
い
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
る
の
が

う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。
中
学
２
年

の
頃
に
は
「
百
石
高
校
の
食
物
調
理

科
に
入
り
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

入
学
し
て
す
ぐ
に
始
ま
っ
た
調
理

実
習
。
大
変
で
し
た
が
本
当
に
楽
し

く
て
、「
自
分
は
や
っ
ぱ
り
料
理
が

大
好
き
な
ん
だ
な
」
と
確
信
し
ま
し

た
。

　

料
理
の
レ
シ
ピ
や
確
認
事
項
を
メ

モ
す
る
こ
と
を
、
最
初
は
記
録
が
遅

く
て
、
正
直
「
嫌
だ
な
」
と
思
い
ま

し
た
が
、
後
に
な
っ
て
大
切
な
こ
と

け
て
前
進
す
る
大
き
な
力
に
な
る
の

で
す
。

　

人
が
生
き
て
い
く
以
上
、
食
に
関

わ
る
仕
事
が
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
▼
生
産
者
▼
料
理
人
▼
食

べ
る
人
―
こ
の
循
環
の
中
で
、
真
心

を
持
っ
て
関
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
彼
ら
が
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
成
長
し
、活
躍
し
て
く
れ
た
ら
、

教
師
と
し
て
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

近
年
の
不
況
で
、
高
卒
者
の
就
職

は
と
て
も
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
生
徒
た
ち
は
、
自
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
求
人
情
報
を
集
め

だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

い
つ
も
グ
ル
ー
プ
で
実
習
し
ま
す

か
ら
、
メ
ン
バ
ー
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
大
切
で
す
。
時
に
は
意
見
が
合

わ
ず
、
気
ま
ず
い
思
い
を
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
で
も
そ
れ
は
お
互
い

に
高
い
志
を
持
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
。き
ち
ん
と
表
現
し
合
う
こ
と
で
、

同
じ
方
向
を
向
い
て
い
け
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
や
文
化
祭
な
ど
、
自

分
た
ち
の
作
っ
た
料
理
を
他
の
人
に

食
べ
て
も
ら
う
機
会
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。食
べ
た
人
の
笑
顔
を
見
る
と
、

本
当
に
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
料
理

た
り
、
料
理
店
へ
問
い
合
わ
せ
た
り

し
て
積
極
的
に
就
活
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
た
く
ま
し
く
思
い
ま
す
。
さ

ら
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し

て
、
大
学
や
専
門
学
校
へ
進
学
す
る

生
徒
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

地
元
に
は
、
生
徒
を
実
習
生
と
し

て
受
け
入
れ
て
く
れ
る
企
業
も
あ
り

感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お

い
ら
せ
の
学
校
と
し
て
、
調
理
師
養

成
施
設
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
つ
に
な
っ
て
、「
食
を
支
え
る
人

材
」
を
世
に
送
り
出
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

は
人
を
幸
せ
に
す
る
も
の
な
ん
で
す

ね
。

　

就
職
も
決
ま
り
ま
し
た
。
来
春
か

ら
東
京
都
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
働
き

ま
す
。
大
変
な
こ
と
や
苦
労
す
る
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
高
校
で
重
ね
た
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
は
一
生
の
宝
物
。
き
っ
と
生
き
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

自
分
を
育
て
て
く
れ
た
先
生
、
一

緒
に
頑
張
っ
た
仲
間
た
ち
、
支
え
て

く
れ
た
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の

感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
り
ま
す
。

西澤    孝悦
県立百石高校食物調理科３年県立百石高校

渡辺    茉耶校
長

さ
ん

N I S H I Z A W A  K O U E T S U W A T A N A B E  M A Y A
もてなしと感謝の心を育みたい。 高

こ

校
こ

で重ねた経験は一生の宝物です。

Voice &
Dream

 食物調理 科の
 未来にか ける思い

にしざわ
こうえつ

わたなべ
まや

OIRASE  ●   2010.1217
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最終章

-syoku-

安全・安心な食の源 流は北の大地にある。

百石高校食物調理科で培ってきた経験を糧に、無限大の可能性を秘めた「料理人」たちが間もなく巣立つ。右から小田大樹さん、西野雄大さん、
佐藤美咲さん、袴田瑞希さん

資料提供●青森県立百石高校　
ロゴ文字提供●松林清栄さん（根岸）

　

食
べ
物
は
本
来
、
体
に
良
い
も
の
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
忙
し
い
毎
日
の
中
で
私
た

ち
は
、
口
か
ら
入
っ
た
も
の
が
、
血
と

な
り
肉
と
な
り
骨
と
な
る
と
い
う
当
た

り
前
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ

う
か
。
食
は
命
の
源
。「
安
全
で
体
に

良
い
」
こ
と
が
大
前
提
な
は
ず
だ
。

　
「
食
」
と
い
う
字
は
「
人
に
良
い
」

と
書
く
。
食
事
で
体
内
か
ら
健
康
を
保

つ
漢
方
の
「
膳
」
は
「
月
（
に
く
づ
き
）

に
善
い
」
と
書
く
。
つ
ま
り
、
体
に
よ

い
食
べ
物
こ
そ
が
「
膳
」
な
の
だ
。

　

人
間
は
か
つ
て
、
食
べ
物
を
得
る
た

め
に
野
山
を
駆
け
回
り
、
川
や
海
に
飛

び
込
み
、
必
死
の
思
い
で
食
に
あ
り
つ

い
た
。
自
分
の
命
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、

生
き
物
の
命
を
絶
っ
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
命
を
支
え

る
食
材
に
感
謝
し
た
。「
ご
ち
そ
う
さ

ま
」
と
生
活
を
支
え
る
狩
や
農
に
感
謝

し
た
。

　

何
千
年
、
何
万
年
と
い
う
人
類
の
営

み
の
中
で
文
明
が
発
達
し
、
科
学
が
進

歩
を
遂
げ
た
の
は
、
た
か
だ
か
こ
こ
一

世
紀
ぐ
ら
い
の
こ
と
。
し
か
し
、
近
代

化
が
も
た
ら
し
た
便
利
さ
は
、
食
の
生

産
現
場
か
ら
私
た
ち
を
引
き
離
し
た
。

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
食
材
が
手
に
入
る

一
方
で
、「
食
材
の
出
元
」
は
ぼ
や
け
、

感
謝
の
気
持
ち
が
薄
ら
い
で
き
て
は
い

な
い
だ
ろ
う
か
。
頭
と
尾
が
切
り
落

と
さ
れ
た
魚
、
ス
ラ
イ
ス
さ
れ
た
肉
、

カ
ッ
ト
さ
れ
た
野
菜
な
ど
、
原
型
の
な

い
パ
ッ
ク
詰
め
さ
れ
た
食
材
と
し
か
向

き
合
わ
な
い
今
日
で
は
、
食
材
の
成
り

立
ち
も
、
感
謝
の
気
持
ち
も
生
ま
れ
る

は
ず
が
な
い
。
生
産
者
の
顔
が
見
え
る

か
ら
、
料
理
人
は
自
信
を
持
っ
て
調
理

で
き
る
。
消
費
者
は
安
心
し
て
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。
生
産
者
―
料
理
人
―

消
費
者
は
「
食
」
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
安
心
で
き

る
の
だ
。
感
謝
で
き
る
の
だ
。

　

豊
か
な
海
、
清
ら
か
な
川
、
豊
穣
な

大
地
に
恵
ま
れ
た
お
い
ら
せ
は
、
生
産

者
が
丹
誠
込
め
て
育
て
た
食
材
や
先
人

の
知
恵
が
詰
ま
っ
た
郷
土
料
理
が
数
多

く
あ
る
「
食
材
の
宝
庫
」
だ
。
ま
た
、

真
面
目
で
正
直
な
生
産
者
、
安
全
・
安

心
を
求
め
る
賢
い
消
費
者
な
ど
、「
食

の
達
人
」
も
多
い
。
こ
う
し
た
食
へ
の

関
心
が
高
い
土
壌
に
、
百
石
高
校
と

い
う
調
理
師
養
成
施
設
を
加
え
る
と
、

「
食
育
」「
食
文
化
」「
地
産
地
消
」「
就

職
」
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
１
０
０
％
お

い
ら
せ
産
の
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
が
誕
生

す
る
。こ
の
黄
金
の
組
み
合
わ
せ
こ
そ
、

町
が
誇
れ
る
「
お
い
ら
せ
定
食
（
職
）」。

食
材
の
宝
庫
は
食
の
達
人
の
宝
庫
で
も

あ
る
。

　

さ
あ
、
食
品
不
安
、
デ
フ
レ
だ
、
不

況
だ
と
後
ろ
向
き
の
言
葉
が
飛
び
交
う

今
、
お
い
ら
せ
か
ら
日
本
の
食
を
変
え

て
い
こ
う
。
安
全
・
安
心
な
食
の
源
流

は
北
の
大
地
に
あ
る
。

特
集
◉
食
を
支
え
る
黄
金
の
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー

　
　
　

お
い
ら
せ
定
食　
　
　
　
　
　
　

お
わ
り

特
集


食
を
支
え
る
黄
金
の
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
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 まちの話題 町のイベントや地域の話題などをお伝えします。身近な情報を寄せてください。企画課☎ 0178-56-4701  Oirase Topics

◀地域づくりの手法などを語り合う中田さん（写真左）、三村さん（右）

◀中級リーダーの指導で、昔ながらの遊び「はないちもんめ」を楽しんだ

◀八戸北消防署員の指導を受け、消火訓練に望む参加者

◀救急救命講習でビニール袋を使って腕を固定される小島菜
な

月
つき

さん（中央）

◀巨大なキンボールで遊ぶ小向さん（左から１人目）

◀対戦が始まると、参加者は真剣な表情で剣を打ち合う

◀ナガイモを手ににっこり。苦労して掘っただけに喜びもひとしお ◀ゴールを狙ってショットを放つ渡辺さん（中央）

害に備え住民意識を高める
古間木山自主防災部の防災訓練

域づくりへ熱い思い語る
ふるさと学習塾第４講座

どもたちの歓声でにぎわう
子ども会まつり

防団と連携し訓練実施する
向山自主防災部の防災訓練

体験ゲームに大はしゃぎ
町スポーツ少年団交流会

ャンバラを夢中で楽しむ
町子どもスポーツチャンバラ大会

いらせの秋の魅力を満喫
モニターツアーで各種体験

々とした牧場でプレー満喫
町パークゴルフ体験会

災

地

子

消

初

チ

お 広

　ふるさと学習塾第４講座は 10 月 14 日、町民交流セン
ターで開かれました。講師は前横浜市長の中田宏

ひろし

氏、三
村申

し ん

吾
ご

青森県知事が務めました。
　中田氏は「日本の再生には地方の頑張りが必要。青森の
取り組みに期待したい」と熱弁。三村知事も「本県の魅力
は農林水産業。攻めの姿勢で臨む」と力を込めました。
　２人のやりとりに、会場の受講者も時折うなずきながら、
大きな拍手を送っていました。

　町子ども会育成連合会（苫米地晃
あ き

仁
ひ と

会長）は 10 月 17 日、
町民交流センターで子ども会まつりを開き、町内から約
500 人が参加しました。
　会場には各地域の子ども会が担当する昔遊びなどのブー
スが準備されました。バナナチョコや焼きそばは飛ぶよう
に売れ、ものづくりブースなども好評でした。
　苫米地会長は「子どもは地域の宝物。地域ぐるみで子ど
もたちを育てる気運を育みたい」と笑顔でした。

　古間木山連合町内会（福原仁
じ ん

一
い ち

会長）は 10 月 24 日、
古間木山地区防災訓練を開き、約 70 人が参加しました。
　訓練会場の木ノ下小学校に集まった参加者はグループに
分かれ、消火訓練や起震車体験、煙体験、炊き出しなどを
行いました。また断水時に備えて、貯水槽の操作訓練も併
せて実施しました。
　防災部の織笠行

ゆ き

男
お

部長は「平時の積み重ねが大切。今後
も定期的に訓練を実施したい」と意欲を見せていました。

　向山町内会（中村淳
じゅん

悦
え つ

会長）は 10 月 31 日、向山地区
防災訓練を開き、約 80 人が訓練に臨みました。
　訓練は昨年に続き２回目。地元の消防団第８分団（松林
大
ひ ろ

人
と

団長）と連携し、救急救命やインスタントラーメンの
炊き出しなど、実践的な訓練を実施しました。
　当日は台風の影響で雨が降りましたが、訓練は無事に終
了。中村会長は「雨でも臨機応変に対応できた。住民の意
識は確実に高まっている」と手応えを感じていました。

　第５回町スポーツ少年団交流会は 11 月６日、町民交流
センターで開かれ、団員 50 人余りが▶少林寺拳法▶ファ
イン・ボール▶キンボール―を体験しました。
　キンボールは４人グループが３組で楽しむ軽スポーツ。
攻撃のグループは直径約１㍍のボールを打ち、ほかの２グ
ループのうち１グループはボールをキャッチします。
　初めて体験した小向瑛

え い

士
じ

さん（甲洋小６年）は「冬なら
体育館の中でも楽しめるね」と話していました。

　第４回町子どもスポーツチャンバラ大会は 11 月７日、
町民交流センターで開かれ、幼児から小学生まで 34 人が
参加し、熱戦を繰り広げました。
　スポーツチャンバラはスポンジでできた柔らかい剣を使
い、互いに打ち合うスポーツです。参加者の多くは未経験
者でしたが、大会前には講習会も開かれ、基本的な動きや
ルールを学習。参加者はみんな楽しみながらも真剣な表情
で競技に臨んでいました。

　「おいらせアグリツーリズムモニターツアー」は 11 月
13、14 の両日開かれ、県外から 33 人が参加しました。
　このイベントは町ブランド推進協議会（西入重

し げ

雄
お

会長）
が企画したもの。サケのつかみ捕りやナガイモ掘り、桃川
㈱の利き酒などの体験や郷土料理を味わうなど、おいらせ
ならではの「秋」を満喫しました。
　ナガイモ掘り体験では子どもも大人も土まみれになりな
がら、大きなナガイモを手に大喜びでした。

　町パークゴルフ体験会は 10 月 30 日、カワヨグリーン
牧場で開かれ、33 人が参加しました。
　体験会は町が軽スポーツ普及のために開催したもの。当
日は曇り空で肌寒いコンディションでしたが、参加者は町
パークゴルフ協会員の指導を受け、真剣な表情でボールを
打っていました。
　渡辺智

ち

展
ひ ろ

さん（木内々小５年）は「思ったよりも楽しい
ですね。いい運動になります」と笑顔で話していました。

▶▶▶ Oct.30-2010

▶▶▶ Oct.14-2010

▶▶▶ Oct.17-2010

▶▶▶ Oct.24-2010

▶▶▶ Nov.06-2010

▶▶▶ Oct.31-2010

▶▶▶ Nov.07-2010

▶▶▶ Nov.13-2010
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Special  topics 

　

10
月
23
日
朝
―
町
民
交
流
セ
ン

タ
ー
は
大
勢
の
観
客
で
に
ぎ
わ
っ

た
。
町
の
団
体
な
ど
が
活
動
成
果

を
発
表
す
る
「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
の
始
ま
り
だ
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
▼
展
示
部
門

▼
舞
台
部
門
▼
参
加
体
験
部
門
―

の
３
部
門
で
構
成
。
昨
年
は
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
中
止

に
追
い
込
ま
れ
た
だ
け
に
、
関
係

者
の
喜
び
も
ひ
と
し
お
だ
。

　

会
場
内
は
パ
ネ
ル
で
仕
切
ら
れ

ま
る
で
迷
路
の
よ
う
。
ズ
ラ
リ
と

並
べ
ら
れ
た
力
作
に
、足
を
止
め
、

作
品
に
見
入
る
観
客
も
多
い
。

　

舞
台
部
門
は
幼
児
か
ら
中
学
生

ま
で
が
、
遊
戯
や
合
唱
、
吹
奏
楽

を
発
表
し
、
大
勢
の
観
客
の
喝
采

を
浴
び
た
。

　

参
加
体
験
部
門
も
大
盛
況
。
カ

ボ
チ
ャ
ラ
ン
タ
ン
や
ア
ー
ト
バ
ル

ー
ン
の
製
作
を
楽
し
む
親
子
連
れ

が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

お
い
ら
せ
が
文
化
一
色
に
染
ま

っ
た
日
。
世
代
を
超
え
て
熱
く
、

深
く
交
流
し
た
。

　

基
調
講
演
の
講
師
を
務
め
た
の

は
志
田
順

じ
ゅ
ん

悦え
つ

さ
ん
（
37
）
＝
岩

手
県
岩
手
町
＝
。
住
民
に
愛
さ
れ

る
「
広
報
い
わ
て
ま
ち
」
の
編
集

ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
熱
弁
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
「
特
集
の

企
画
骨
子
」
作
り
。
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
分
か
れ
た
参
加
者
は
、
み
な

熱
心
に
議
論
を
重
ね
た
。

　

明
け
て
29
日
は
行
政
視
察
。
▼

ア
グ
リ
の
里
お
い
ら
せ
▼
桃
川
株

式
会
社
―
な
ど
を
見
学
し
た
。

　

２
日
間
の
日
程
は
あ
っ
と
い
う

間
に
終
わ
り
、
参
加
者
は
別
れ
を

惜
し
ん
だ
。
こ
の
地
で
培
っ
た
技

術
と
絆
が
、
今
後
の
広
報
誌
作
り

に
生
か
さ
れ
る
。

　
「
東
北
広
報
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、

東
北
６
県
の
広
報
担
当
者
の
研
修

会
。
研
修
を
通
じ
た
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど

が
狙
い
だ
。
昨
年
の
福
島
県
猪
苗

代
町
か
ら
引
き
継
ぎ
、
今
年
で
16

回
目
。
本
町
は
県
内
で
４
カ
所
目

の
開
催
地
と
な
っ
た
。

　

10
月
28
日
―
80
人
余
り
の
参
加

者
が
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
集
ま

っ
た
。
北
は
北
海
道
、
南
は
熊
本

県
か
ら
駆
け
つ
け
た
担
当
者
も
。

東
北
と
言
い
な
が
ら
も
、
ま
さ
に

全
国
レ
ベ
ル
の
イ
ベ
ン
ト
だ
。

　

研
修
会
の
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

▼
基
調
講
演
▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▼
行
政
視
察
―
な
ど
だ
。

「町生涯学習フェスティバル―みんなのフェス
タ 2010」は 10 月 23、24 の両日、町民交流
センターを主会場に開かれ、幼児から高齢者
まで、幅広い世代が一堂に集まり交流を深め
た。歌や踊りなどを発表する「舞台部門」、絵
画や写真などの力作が並ぶ「展示部門」など、
見所いっぱいのイベント。おいらせの文化が
結集した、濃密な２日間をカメラが追った。

文化に染まる日
世代超えて交流

全国の広報マン
おいらせに集う

町生涯学習フェスティバル

東北広報サミット in Oirase

543

2

1

1　舞台部門「子どもフェスティバル」で、迫力のヨサコイソーランを披露した法量蘭ちゃん（６つ、おおぞら保育園）
2　会場に展示された作品は 1000 点以上。子どもから高齢者までが思い思いに活動成果を発表できるのが本イベントの特徴
3　町青年団はもちつき大会を実施した。臼ときねを使った昔ながらの餅つきは、地域に伝わる大切な「食文化」だ
4　甲洋なかよし教室のバルーンアートは大人気。風船がたちまち動物などの形に変わっていく
5　昔話の読み聞かせは民具ふれあい館で開かれた。矢崎ゆりさんのゆったりとした語りに、たくさんの親子が耳を傾けた
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「第 16 回東北広報サミット in Oirase」は 10
月 28、29 の両日、町民交流センターなどで
開かれ、全国の自治体広報担当者 80 人余りが、
「上質な広報誌作り」を目指し、講演やワーク

ショップなどで交流を深めた。

高橋陽子円子郁海 さんさん

M A R U K O  I K U M I T A K A H A S H I  Y O K O

青森県六ヶ所村
情報政策課

愛媛県松前町
総務課

今回の東北広報サミットで４回目の
参加になります。当日は司会を務め
ることになり、うまくできるかどう
か心配でした。でも落ち着いて進行
することができて、ほっとしていま
す。全国の広報マンの熱い思いに触
れ、あらためて「頑張ろう」という
気持ちになりました。

広報担当になって３年目ですが、青
森県を訪れたのはもちろん、東北広
報サミットに参加するのも初めての
体験でした。参加者全員で企画骨子
を作り上げるワークショップは、大
変勉強になりました。このサミット
で得たことを、地元愛媛でも生かし
ていきたいと考えています。

1　参加者を前に広報紙への熱い思い
　を語る志田さん。「住民の目線に立ち、
　心を震わす広報紙を作るのが広報マ
　ンの役割だ」
　撮影／花坂武美さん（岩手県盛岡市）
2　「特集骨子は家の建築に例えるなら
　設計図。あらためてその大切さを感
　じた」。ワークショップ後、　特集骨
　子の重要性を語る小笠原聡さん（左）
　＝静岡県川根本町＝
　撮影／馬場貴之さん（岩手県遠野市）

1

2
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人口＊３ 歳出額 A 実質収支 人件費 B 人件費率＊４

25,013 人 101 億 6,462 万円 １億 5,539 万円 13 億 5,282 万円 13.3％

職員数 A ＊５
給与費 １人あたりの

給与費 B ／ A給料 職員手当＊６ 期末・勤勉 計 B
144 人 ５億 4,277 万円 6,818 万円 ２億 154 万円 ８億 1,249 万円 564 万円

部門 区分 職員数 対前年
増減数 増減の主な理由21 年 22 年

一般
行政
部門

議 会 ３ ３ ±０
総 務 企 画 45 45 ±０
税 務 14 13 －１ 業務見直しのため
社 会 福 祉 ２ １ －１ 児童館長に非常勤特別職配置のため
民 生 20 18 －２ 業務見直しのため
衛 生 12 12 ±０
労 働 １ １ ±０
農 林 水 産 12 12 ±０
商 工 ５ ５ ±０
土 木 11 10 －１ 業務見直しのため
○ 小 計 125 120 －５

教 育 部 門 19 20 ＋１ 前年の人事交流による欠員補充

公営
企業
会計
部門

病 院 45 49 ＋４ 医療看護業務充実のため
下 水 道 ４ ４ ±０
そ の 他 14 14 ±０
○ 小 計 63 67 ＋４

● 合 計 207
［223］

207
［233］ ±０ ＊［　］内の数字は条例定数の合計

一般行政職
平均年齢 平均給料月額＊１ 平均給与月額＊２

おいらせ町 41.0 歳 30 万 9,600 円 33 万 6,290 円

青森県 44.0 歳 34 万 8,000 円 42 万 1,011 円

国 41.9 歳 32 万 5,579 円 39 万 5,666 円

技能労務職員（運転手）
平均年齢 平均給料月額＊１ 平均給与月額＊２

おいらせ町 54.5 歳 35 万 9,500 円 39 万 8,350 円
青森県 45.3 歳 31 万円 35 万 3,102 円

国 49.3 歳 28 万 4,514 円 32 万 2,291 円

一般行政職 技能労務職（運転手）
経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年 経験年数 30 年 経験年数 35 年

高校卒業 21 万 8,700 円 27 万 6,000 円 31 万 2,900 円 34 万 5,100 円 37 万 3,900 円
大学卒業 26 万 1,100 円 30 万 5,400 円 35 万 8,900 円 ― ―

＊ 1　各職種ごとの職員基本給の平均
＊２　給料月額と各種手当の合計額（国
　　家公務員の平均給与月額には時間外 
　　勤務手当などは含まれていない。国
　　ベースで比較すると、本町の一般行
　　政職給与月額は 33 万 5,025 円、技
　　能労務職給与月額は 37 万 9,217 円
＊３　平成 21 年度住民基本台帳に基づ
　　く人口数
＊４　人件費を歳出額で割った割合
＊５　21 年４月１日現在の普通会計職
　　員数
＊６　退職手当は含まない

町
職
員
の
給
与
と
職
員
数
を
公
開

町
は
条
例
に
基
づ
き
給
与
や
職
員
数
を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
人
事
行
政
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
は
、

12
月
末
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
庁
舎
内
に
掲
示
し
ま
す
。

Keyword

1職員の平均年齢・給料・給与（22 年４月１日現在）

2経験年数・学歴別の給料（22 年４月１日現在）

3人件費の支出状況（21 年度）

4職員給与費（21 年度普通会計決算）

5部門別職員数と増減（22 年４月１日現在）

Town Info rmation

▲おいらせ町役場本庁舎
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■本展示
　一般◉天皇家のひとびと
　児童◉クリスマスったらクリスマス！
■読み聞かせ会
　12 月 11 日㊏、25 日㊏　14 時から
■幼児のための読み聞かせ＆布絵本で遊ぶ会
　12 月 16 日㊍　10 時半から
■ 12 月の休館日
　６日㊊、13 日㊊、20 日㊊、27 日㊊、29 ㊌～１月
　３日㊊

おいらせアーカイブス　File_034
［アーカイブス◉「書庫」「保存記録」の意味です］

カンジキ［民具ふれあい館蔵］

　

冬
山
で
の
歩
行
、
狩
猟
な
ど
に
欠

か
せ
な
い
も
の
に
「
輪
カ
ン
ジ
キ
」

が
あ
る
。
雪
の
中
に
足
が
も
ぐ
り
込

ま
な
い
よ
う
に
、
藁わ

ら

沓ぐ
つ

な
ど
の
履
き

物
の
下
に
付
け
た
。

　

細
い
角
棒
を
半
円
形
に
湾
曲
さ

せ
、
先
端
を
反
り
上
が
ら
せ
た
前
部

分
と
、
後
部
分
と
の
２
本
の
木
枠
か

ら
成
り
立
つ
。
中
間
部
分
の
左
右
に

は
滑
り
止
め
の
木
の
爪
を
付
け
、
足

と
の
連
結
に
は
ト
ナ
リ
（
ウ
シ
の
腹

皮
を
渦
巻
状
に
裁
断
し
た
紐ひ

も

）
を
カ

ン
ジ
キ
の
真
ん
中
に
渡
す
と
、
足
を

乗
せ
る
乗
緒
と
な
る
。
そ
の
ト
ナ
リ

の
端
が
結
い
紐
に
な
り
、
足
に
固
定

さ
せ
た
。

　

カ
ン
ジ
キ
の
木
枠
材
は
、
節
の
な

い
山
桑
の
木
が
最
良
で
、
イ
タ
ヤ
の

木
も
使
わ
れ
た
。
ア
カ
シ
ア
の
木
は

重
く
、
水
を
含
み
や
す
い
。
サ
ル
ス

ベ
リ
の
木
は
粘
り
は
あ
る
が
重
く
、

湿
気
を
含
み
や
す
い
。
キ
ハ
ダ
の
木

は
軽
く
柔
ら
か
で
、
加
工
は
楽
だ
が

粘
り
が
な
い
。
そ
の
点
、
山
桑
の
木

は
軽
く
粘
り
も
あ
り
折
れ
に
く
く
、

水
を
は
じ
く
特
性
が
あ
っ
た
。

　
文
／
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫻
庭
俊
美

　楽しみながらスキルアップできる
講座です。受講は無料。気軽に申し
込んでください。

１月 27 日㊍　10 時～ 13 時
町民優先　先着 20 人
材料費◉１人 800 円
持ち物◉エプロン、三角巾
申込期限◉ 12 月 27 日㊊まで

１月 24 日㊊、31 日㊊、２月７
日 ㊊、14 日 ㊊、21 日 ㊊、28 日
㊊の６回　13 時半～ 15 時半
町民優先　先着 10 人
持ち物◉筆記用具
材料費◉ 1 人 500 円
申込期限◉１月 12 日㊌まで

●日時　1 月 6 日㊍
　受け付け／ 9 時から　書初め／ 9 時半から
●場所　町民交流センター
●参加料　1 人 300 円（当日いただきます）
●申込方法　申込書に必要事項を記入し、12 月
　22 日㊌までに申し込んでください。申込書は
　生涯学習課、町立の３公民館で入手できます。

［課題］　

問生涯学習課　☎ 0178 � 4276　　

年代 課題
幼児 ちから
小１ かきぞめ
小２ ひろい空
小３ 明るい年
小４ 世界の友
小５ 計画実行
小６ 平和新春
中１ 早春の青空

中２・３ 正月雪景色
一般 自由課題

県

煎

産食材の料理教室
▶▶▶いきいき館

▶▶▶東公民館
茶道教室

古川廣志さん
が教える

坂本イツさん
が教える

問生涯学習課　☎ 0178 � 4276公民館
講座

1

2

Course

Course

Kogawa Hiroshi ◉カワヨグリーンロッヂでシェフとして活躍

Sakamoto Itsu ◉東阿部流煎茶会坂本翠明社中を主宰

O

O

irase-library event information

irase new-book's information
図書館／新着図書

図書館の行事

問町立図書館　☎ 0178 � 3900

図書館おすすめの本を紹介します。

ままならない現実の中で、先にある光を目指して進む。
空は神様に近い分だけ、きっと願いもかないやすい―。
ANA グループ機内誌「翼の王国」から生まれた、心に
寄り添うようなショートストーリー　　［町立図書館］

「おしん」が悩める日本人に言っておきたかったことー
本当の豊かさや幸せとは―。「生き方」と「老い方」を
見失ったすべての日本人に捧げる、85 歳の著者こん身
のラストメッセージ　　　　　　　　  　［町立図書館］

高校卒業以来 10 年ぶりに、放送部の同級生が集まっ
た結婚式。女子４人のうちの１人、千秋は行方不明だ
という。そこには５年前の「事故」が影を落としていた。
書簡形式の連作ミステリー　　　　　　  ［町立図書館］

■一般書
　夢を見るために毎朝僕は目覚めるのです（村上春樹）
　／マリアビートル（伊坂幸太郎）／ブルー・ゴールド（真
　保裕一）／どっちがおっかない !? 中国とアメリカ（田
　母神俊雄）／本朝金瓶梅（林真理子）／禁猟区（乃南
　アサ）／あんちゃん（北原亞以子）／ほら吹き茂平（宇
　江佐真理）／誰でも作れる電子書籍（米光一成）／お
　家賃ですけど（能町みね子）／ LGBT BOOK（NHK「ハー
　トをつなごう」制作班）／今すぐ編みたいあったかニッ
　ト（ブティック社）　ほか

2009 年６月 14 日―「厚生労働省の星」と呼び声高い
女性局長が大阪地検特捜部に逮捕された。逮捕容疑は

「虚偽有印公文書作成・同行使」。しかし逮捕直後から
一貫し、村木は容疑を否認していた。　  ［町立図書館］

検察と闘った厚労省官僚村木厚子の 445 日

空の冒険

おしんの遺言

私は無実です

往復書簡

吉田修一 著

橋田壽賀子 著

湊かなえ 著

今西憲之 著

ほかにも新着を取りそろえています

C
O

URSE

一般書

一般書

一般書

一般書

File

4

Oirase Sports Association体育協会加盟団体

バスケットボール協会

　バスケットボール協会は郡
総合体育大会や県民体育大会
など、多くの大会で上位入賞
を果たしています。
　年会費は１人 5,000 円です。
いちょう公園体育館（月、金）、
町民交流センター（木）で夜
に練習をしています。
　バスケットボールを経験し
たことのない初心者でも加入
できます。興味のある人は気
軽に問い合わせてください。

（田畑修督会長、会員数 28 人）

●問い合わせ　バスケットボール協会事務局
　袴田誠　問い合わせはスポーツ振興課へ
　☎ 0178 � 4259

新年書初め大会

町成人式を開催します

　新成人は大切な「郷土の担い手」です。町民
みんなでお祝いする成人式を開催します。祝賀
会には百石高校食物調理科の料理を味わうこと
もできます。多数の参加をお待ちしています。

●日時　1 月 9 日㊐
　式典／ 13 時から　祝賀会／ 14 時半から
●場所　町民交流センター

　　　　　　　　　●対象　平成２年 4 月 2　
　　　　　　　　　　日から平成 3 年 4 月 1　
　　　　　　　　　　日までに生まれ、下記の
　　　　　　　　　　条件に当てはまる人
　　　　　　　　　　①町内在住の人
　　　　　　　　　　②町内の中学校卒業者

　　　　　　　　　＊ただし②で転出している
　　　　　　　　　　場合などは、案内の手紙
　　　　　　　　　　が届かないことがありま
　　　　　　　　　　す。当てはまると思う人
　　　　　　　　　　は、気軽に問い合わせて
　　　　　　　　　　ください。

　　　　　　　　　●問い合わせ　生涯学習課
　　　　　　　　　　☎ 0178 � 4276

―友との再会を喜び、成人の自覚と責任を実感―

「新年を祝う会」
を開催します

●日時　１月４日㊋　16 時から
●場所　みなくる館
●会費　１人 3,000 円
●対象　町民または町内で勤務する人
●申込方法　会費を添えて、12 月 17 日㊎
　までに▶総務課（本庁舎）▶分庁サービ
　ス課　（分庁舎）▶町商工会―のいずれか
　に申し込んでください。
●主催　おいらせ町、おいらせ町商工会
●問い合わせ　総務課　☎ 0178 � 2166
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Monthly Oirase Information おいらせ町役場☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　
東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744
地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255
いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

場　所 日　時 行事内容

三　田
保育園
☎ 0178
56-2008

12/１㊌  10:00～11:00 手作りおもちゃで遊ぼう（南部児童センター）

12/７㊋  10:00～12:00 親子クラブ（クリスマス製作）

12/８㊌  10:00～12:00 体験保育（２歳クラス）

12/９㊍  10:00～12:00 体験保育（1 歳クラス）

12/14㊋  10:00～11:00 手作りおもちゃで遊ぼう（北部児童センター）

12/16㊍  10:00～12:00 体験保育（０歳クラス）

12/21㊋  10:00～12:00 ハンドメイドクラブ（クリスマス製作）

12/22㊌  10:00～11:30 よちよちひろば（手作りおもちゃ）
12/３㊎、10㊎、17㊎、
 　　  　 10:00～12:00

たんぽぽクラブ
※詳しい内容はたんぽぽ通信をご覧ください

錦ヶ丘
保育園
☎ 0178
56-4051

12/３㊎  10:00～11:30 クリスマスリースを作りましょう（木ノ下児童館）

12/11㊏    9:00～12:00 おゆうぎ発表会

12/16㊍  10:00～11:30 クリスマスリースを作りましょう

12/21㊋  10:00～11:30 クリスマスリースを作りましょう（北部児童センター）

菜の花
保育園
☎ 0176
53-8670

12/７㊋、21㊋
 　　  　 10:30～11:00 歌・手遊び・読み聞かせ（北部児童センター）

12/10㊎、17㊎
 　　  　 10:30～11:00 歌・手遊び・読み聞かせ（木ノ下児童館）

12/11㊏  10:00～11:30 保育体験

12/11㊏  14:00～15:30 わくわくサークル（ケーキ作り）
12/11㊏、18㊏
 　　  　 15:00～18:00

キッズバレエ＆リフレッシュ体操スクール
（有料）

あゆみ
保育園
☎ 0178
52-2206

12/２㊍  10:00～12:00 エクササイズ（あゆみの里）

12/７㊋  10:00～11:30 おゆうぎを踊りましょう

12/９㊍    9:30～12:00 おいらせクロパ交流会（みなくる館）

12/11㊏    9:30～11:30 おゆうぎ会に参加しましょう

12/14㊋  10:00～11:30 リース作り

12/15㊌  10:00～12:00 ヨガサークル（あゆみの里）

12/16㊍  10:00～12:00 はんど＆はあと

12/17㊎  10:30～11:30 マタニティほんわかルーム
（乳房の手入れとマッサージ）

12/21㊋    9:30～12:00 クリスマス会

※詳しい内容はきらら通信をご覧ください

●
日
時　

12
月
８
日
㊌　

10
時

　

～
15
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
相
談
員　

柏
崎
良
子

●
日
時　

12
月
24
日
㊎　

10
時

　

～
15
時

●
場
所　

東
公
民
館

●
相
談
員　

中
村
廣
美

　

☎
０
１
７
８
�
３
８
５
０

　

納
税
貯
蓄
組
合
は
、
税
金
を

納
め
る
た
め
に
貯
蓄
し
よ
う
と

す
る
人
が
集
ま
り
、
自
主
的
に

組
織
し
た
団
体
で
す
。
貯
蓄
の

●
日
時　

12
月
６
日
㊊　

９
時

　

～
15
時

●
場
所　

東
公
民
館

●
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

ほ
か
、
税
の
研
修
会
な
ど
を
積

極
的
に
開
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
１
５
１
組
合
、
６
３

０
２
人
の
組
合
員
が
加
入
し
て

い
ま
す
。
組
合
は
全
町
内
会
に

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
希
望
者

は
各
地
区
の
組
合
長
に
気
軽
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
組
合
の
特
典

　

①
納
税
組
合
預
金
の
利
息
に

　
　

税
金
が
掛
か
ら
な
い

　

②
必
要
書
類
な
ど
に
は
全
て

　
　

印
紙
税
が
掛
か
ら
な
い

　

③
組
合
に
対
し
町
か
ら
補
助

　
　

金
な
ど
が
交
付
さ
れ
る

●
組
合
を
組
織
す
る
方
法　

設

　

立
届
、
規
約
、
組
合
員
名
簿

　

を
そ
れ
ぞ
れ
３
部
作
成
し
ま

　

す
。
▼
税
務
署
▼
県
税
部
▼

　

町
税
務
課
―
の
い
ず
れ
か
に

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

景
気
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
除

雪
作
業
を
実
施
で
き
る
業
者
が

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

町
は
限
ら
れ
た
除
雪
機
械
で

少
し
で
も
早
く
除
雪
す
る
た

め
、作
業
方
法
を
見
直
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
作
業
見
直
し
の
内
容　

道
路

　

の
中
央
部
分
を
中
心
に
除
雪

　

し
、路
肩
の
雪
は
残
し
ま
す
。

　

幅
６
㍍
の
道
路
の
場
合
、
除

　

雪
幅
は
中
央
の
４
㍍
程
度
に

　

な
り
ま
す
。

相
談
日

税
金

除
雪

町 内 会 有楽町／阿光坊／本村／新敷
錦ヶ丘／洗平

住吉町／若葉／青葉／緑ヶ丘
鶉久保／木ノ下／豊栄／豊原
向山／苫米地／洋光台／根岸
黒坂／深沢／一川目／二川目

鍋久保／三本木／三田／間木／曙／
木内々／染屋／木崎／秋堂／中野平／
苗振谷地／向坂／本町地区／くるみ団
地／藤ヶ森／いちょう団地／堀切川／
川口／明神下／横道／日ヶ久保

燃 え る ご み 毎週月・木曜日 毎週火・金曜日

燃えないごみ 12 月 24 日㊎ 12 月 28 日㊋ 12 月 27 日㊊

資 源 ご み 　　　　　　　　　　　12 月   １日㊌　　 　　　　　　　　　　 12 月   ８日㊌
　　　　　　　　　　　12 月 15 日㊌　   　　　　　　　　　  　 12 月 22 日㊌

粗 大 ご み 12 月 10 日㊎・24 日㊎　★有料予約制／１週間前までに申し込みが必要です

缶 ・ プ ラ ス チ ッ ク 紙
プ ラ ス チ ッ ク 　 び ん 　

祝日も収集します　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問環境保健課　℡ 0178-56-4218

ごみは夜出さず、収集日の朝８時までに出してください。ペットボトルのキャップやラベルははずしてください

各
種
相
談
窓
口
を
開
設

ま
ず
は
悩
み
を
相
談
し
て

納
税
貯
蓄
組
合
加
入
で

計
画
的
に
納
税
で
き
ま
す

除
雪
機
械
の
台
数
は
減
少

作
業
方
法
を
見
直
し
ま
す

　受診を忘れた人、これからでも受
診したいと思う人は、事前に申し込
んでから受診しましょう。特定健診
だけの受診は、１月末まで町内指定
医療機関でも実施しています。
●日時　12 月 13 日㊊　受け付け／
　６時 45 分から８時半まで
●場所　いきいき館

　対象は 23 年３月 31 日現在で▶
40 歳▶ 50 歳▶ 60 歳▶ 70 歳―の町
民です。自己負担は１人 1,000 円で
す。非課税、生活保護を受けている
人は、証明書があれば無料で受診で
きます。
●委託医療機関

　いずれも各医院の診療時間中の受
診になります。希望者は事前に予約
してください。

医療機関名 電話番号
1 木村歯科医院 0178 � 7707
2 昆歯科医院 0178 � 5611
3 あとむら歯科医院 0176 ㊿ 1817
4 めとき歯科医院 0176 ㊿ 0202

問
企
画
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
７
０
１

問
町
民
課

　

☎ 
０
１
７
８
�
２
２
４
６

問
税
務
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
７
０
４

問
地
域
整
備
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
７
０
２

町
民
相
談

人
権
相
談

行
政
相
談

  O
ira

se 
Children's Support Center       Let's enjoy -Hobby-Event-Experience 

ac
tiv

ity
-e

tc
...

子育て支援
センターの
サークルに
おいでよ！

※有料広告掲載欄です

問環境保健課　☎ 0178 � 4218

　14 日以内に環境保健課または町民課へ
届け出しましょう。
●国保に加入するとき

　届け出が遅れると、保険証を病院など
に提示できず医療費が全額自己負担に
なったり、加入資格をさかのぼって課税
されたりします。届け出が遅れると、保
険税を二重払いする場合があります。
　また、保険証が変わったときは、病院
などにも連絡してください。

　交通事故などで第三者から傷病を受け
た場合も、国保を使って受診できますが、
必ず環境保健課へ届け出してください。
　加害者から治療費を受け取ったり、示
談を済ませたりすると国保を使えなくな
ります。注意してください。詳しい内容
は気軽に問い合わせてください。

●国保を抜けるとき

① 職場の健康保険を抜けたとき

② 職場の健康保険に加入しておら
ず、転入や転出があったとき

③ 生活保護を受けなくなったとき

① 職場の健康保険に加入したとき

② 職場の健康保険に加入しておら
ず、転出や死亡したとき

③ 生活保護を受け始めたとき

④ 後期高齢者医療制度に移行した
とき

2 交通事故のときは必ず届け出を

1 資格異動のときは必ず届け出を

国 健 保民 康 険
特定健診
がん検診
忘れずに
受診して

歯周疾患
検診
対象者は
受診を

1

2

保 健 福 祉 InformationHealth

問環境保健課　☎ 0178 � 4218

INFORMATION



OIRASE  ●   2010.12 30OIRASE  ●   2010.1231

Monthly Oirase Information おいらせ町役場☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　
東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744
地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255
いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

月　日 会　場

夜間納税相談
［17:00-20:00］

７日㊋　
 本庁舎（税務課）

21 日㊋　

14 日㊋　
 分庁舎（分庁サービス課）

28 日㊋　

休日納税相談
［8:30-17:00］

５日㊐　  本庁舎（税務課）

12 月の納税相談日　問税務課　☎ 0178-56-4704

納め忘れをしないためにも、手間のかからない口座振替が便利です

■税金の納期限（○数字は期）

納期限日 税金の種類

27 日㊊
町・県民税④、国民健康保険
税⑥、介護保険料⑥、後期高
齢者医療保険料⑥

え
ん
ぶ
り
教
室

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ス

ポ
ー
ツ
」
参
加
者
を
募
集

「
冬
場
の
健
康
運
動
講
座
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

日
本
フ
ー
ド
パ
ッ
カ
ー
カ
ッ
プ

争
奪
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
を
開
催

問日本年金機構八戸年金事務所　☎ 0178 � 1742
　町民課　　　　　　　　　　　☎ 0178 � 2246

教 いて くえ らお ん

― 「現況申告書」についてお答えします ―

年金から高齢者の安否確認をするよ

国民年金♥ガール

ねんきんダイヤル　☎ 0570-05-1165

問どんな人に送られるの？
答 76 歳以上の一部の年金受給者だよ

問いつまでに出せばいいの？
答 12 月７日までだよ

問出さないとどうなるの？
答来年２月の年金支払いが差し止めされ
　ちゃうよ。忘れないで提出してね。

税金に関する相談はもちろん、税金を納めることもでき
ます。気軽に問い合わせてください。

確
認
し
ま
す
よ
♥

く
だ
さ
い
な
♥

を
送
る
わ
よ
♥

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

「
現
況
申
告
書
」

お
返
事

…
高
齢
者
の

　

安
否
確
認
が

　
　

必
要
で
す
…

年
金
か
ら
も

確
認
す
る
こ
と
は

で
き
ん
も
ん
か
ね
…

分
か
っ
た
。

必
ず
出
す
よ

届
い
た
ら

記
入
し
て

ポ
ス
ト
へ
投
函
♥

出
し
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
ね
♥

募
集
し
ま
す

※有料広告掲載欄です

有限会社 北浜葬儀センター
□霊柩車・病院からの遺体運搬・運賃含め、総費用 30 万円

□車代を含まなければ 20 万円から

お客様のご予算に合わせて葬儀料を決定。気軽にご相談ください。

日本一安い葬儀社

おいらせ町二川目四丁目 73-1468　　☎ 0178-53-2614

　

重
要
無
形
文
化
財
「
百
石
え

ん
ぶ
り
」
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

●
え
ん
ぶ
り
開
催
日　

23
年
２

　

月
15
日
㊋
～
17
日
㊍

●
練
習
日
程
　
23
年
１
月
７
日

　

㊎
か
ら
２
週
間
程
度　

18
時

　

半
～
20
時

●
場
所　

郷
土
芸
能
会
館
（
七

　

軒
町
、
百
石
高
校
南
側
）

●
対
象　

町
内
の
小
中
学
生
、

　

高
校
生

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
期
限　

23
年
１
月
６
日

　

㊍
ま
で

●
募
集
人
数　

１
人

●
業
務
内
容

　

①
国
際
交
流
の
推
進

　

②
町
な
ど
が
実
施
す
る
国
際

　
　

交
流
関
係
事
務
の
補
助

　

③
語
学
指
導
へ
の
協
力

　

④
民
間
交
流
団
体
へ
の
助
言

　
　

や
参
画
な
ど

●
身
分　

非
常
勤
特
別
職

●
応
募
条
件

　

①
社
会
的
信
望
が
あ
り
健
康

　
　

で
あ
る
こ
と

　

②
母
国
語
は
英
語
で
、
日
本

　
　

語
を
理
解
で
き
る
こ
と

　

③
国
際
交
流
に
関
わ
る
事
務

　
　

に
理
解
が
あ
る
こ
と

●
任
用
期
間　

23
年
４
月
１
日

　

か
ら
24
年
３
月
31
日
ま
で

●
勤
務
日
数　

年
間
１
５
０
日

　
（
週
３
日
程
度
の
勤
務
）

●
勤
務
時
間　

８
時
15
分
か
ら

　

17
時
ま
で

●
報
酬　

20
万
円
（
交
通
費
を

　

含
み
、税
な
ど
は
別
に
控
除
）

●
選
考
方
法　

面
接
試
験

●
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書

　

に
日
本
語
で
必
要
事
項
を
記

　

入
し
、
12
月
28
日
㊋
ま
で
に

　

町
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　
「
上
北
地
区
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

研
修
」
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
参

加
料
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
18
日
㊏　

13
時

　

～
15
時

●
場
所　

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

●
内
容

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

　

ル
、
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル

●
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
、

　

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
な
ど

●
研
修
会　

競
技
終
了
後
、
15

　

時
半
か
ら
「
総
合
型
地
域
ス

　

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
研
修
会
」
を

　

開
き
ま
す
。

　

楽
し
ん
で
気
持
ち
よ
い
汗
を

か
き
ま
し
ょ
う
。
参
加
は
無
料
。

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
開
催
日　

１
月
13
日
㊍
、
27

　

日
㊍
、
２
月
10
日
㊍
、
24
日

　

㊍
、
３
月
10
日
㊍
、
24
日
㊍

●
開
催
時
間　

13
時
半
～
15
時

●
場
所　

み
な
く
る
館

●
対
象　

70
歳
未
満
の
町
民

●
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
水
な
ど

●
講
師　

健
康
運
動
指
導
士

　

加
藤
智
子
さ
ん

●
種
目
と
開
催
日
時

　

①
小
学
生
（
３
・
４
部
）

　
　

１
月
15
日
㊏

　

②
中
学
生
以
上
（
１
・
２
部
）

　
　

１
月
16
日
㊐

　

＊
開
会
式
／
８
時
半
か
ら

　

競
技
開
始
／
９
時
か
ら

●
場
所　

い
ち
ょ
う
公
園
体
育

　

館
●
対
象　

町
内
の
▼
小
学
生
▼

　

中
学
生
▼
高
校
生
▼
職
場
▼

　

町
内
会
▼
愛
好
会
▼
招
待
チ

　

ー
ム
―
な
ど
で
、
ス
ポ
ー
ツ

　

傷
害
保
険
に
加
入
す
る
団
体

●
試
合
時
間　

10
分

●
チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
５

　

人
（
エ
ン
ト
リ
ー
は
10
人
ま

　

で
可
）

●
参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
千
円

●
申
込
方
法　

参
加
料
を
添
え

　

て
12
月
22
日
㊌
の
16
時
ま
で

　

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先　

町
サ
ッ
カ
ー
協
会

　
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

赤
坂
）

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
２
５
９

問
環
境
保
健
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
２
１
８

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
２
５
９

問
生
涯
学
習
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
２
７
６

来
年
度
の
町
国
際
交
流
員

を
募
集
し
ま
す

問
企
画
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
７
０
１

　町は下水道施設が当
面整備されない地域で、
浄化槽を設置する人に
対し補助金を交付して
います。金額などは次
のとおりです。

種類 補助金額 予定数 残り数

５人槽   28 万円以内 15 基 ９基

６～７人槽   32 万 8,000 円以内 16 基 ４基

▶公共下水道事業認可区域外の人▶年
度中に一般住宅に浄化槽を設置する人
▶改築し浄化槽を設置する人▶単独浄
化槽から合併浄化槽に切り替える人▶
町税などを滞納していない人

12 月 24 日㊎までに町が定める申請書
類で、工事着工前に届け出してくださ
い。補助金の額に限りがあります。早
めに申し込んでください。

　町は下水道整備に力を入れています。
これにより害虫の発生や悪臭、水質汚
染を防ぐことができます。
　下水道接続に掛かる出費に対し、町
は融資あっせん制度や奨励金制度を設
けています。詳しい内容は地域整備課
へ気軽に問い合わせてください。

浄化槽整備経費を助成

問地域整備課　☎ 0178 � 4819

補助金の交付額1

交付要件2

申請方法3

監修／ Shinya.N　絵／ Ryo.O
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日・曜 行事名 時　間 場　所 備　　考

1 水
認知症予防教室 9:30-12:00 北 公 民 館
健診結果相談会 受け付け／ 15:00-15:30 北 公 民 館 健診結果を持参してください

2 木
転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導
婦人科健診 11:30-13:30 北 公 民 館 ３日金も同様に実施します

3 金 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
4 土
5 日
6 月

7 火
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の健康相談
１歳６カ月児健康診査 受け付け／ 12:30-12:45 い き い き 館 対象◉平成 21 年５月生まれの子ども

8 水
転倒予防教室 9:30-12:00 北 公 民 館 理学療法士の運動指導
２～３カ月児健康相談 受け付け／ 10:00-10:30 い き い き 館 対象◉平成 22 年９月生まれの子ども
乳幼児健康相談 受け付け／ 13:00-13:30 い き い き 館 月齢は問いません

9 木
転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導
転倒予防自主トレーニング 10:30-12:00 老人福祉センター
婦人科健診 11:30-13:30 老人福祉センター 10 日金も同様に実施します

10 金 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
11 土
12 日
13 月 町民健診 6:45-8:30 い き い き 館 がん検診、特定健診
14 火 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の健康相談

15 水
健口栄養講座 9:30-13:00 北 公 民 館
５～６カ月児健康相談 受け付け／ 10:00-10:30 い き い き 館 対象◉平成 22 年６～７月生まれの子ども

16 木 転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導

17 金
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
３歳児健康診査 受け付け／ 12:30-12:45 老人福祉センター 対象◉平成 19 年６月生まれの子ども

18 土 献血クリスマスキャンペーン 10:00-16:00 イオンモール下田
19 日
20 月
21 火 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の健康相談
22 水 転倒予防教室 9:30-12:00 北 公 民 館 健康運動指導士の運動指導
23 木
24 金 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
25 土
26 日
27 月 健診結果相談会 受け付け／ 15:00-15:30 い き い き 館 健診結果を持参してください
28 火 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の健康相談
29 水
30 木
31 金

おいらせ 健康カレンダー2010.December

編

集

後

記

▼
先
日
の
農
業
ま
つ
り
で
、
百
石

高
校
食
物
調
理
科
の
生
徒
が
作
っ

た
「
秋
サ
ケ
の
カ
レ
ー
」
を
食
べ

ま
し
た
。
具
材
の
サ
ケ
は
川
に

上
っ
て
き
た
も
の
を
使
っ
た
と
の

こ
と
。
脂
肪
分
が
落
ち
て
い
る
の

で
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味
で
、
カ

レ
ー
と
良
く
合
う
と
思
い
ま
し

た
。
川
の
サ
ケ
は
「
お
い
し
く
な

い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

し
た
が
、
料
理
法
に
よ
っ
て
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
る
も
の
な
の
で
す

ね
▼
食
物
調
理
科
の
生
徒
た
ち
と

一
緒
に
授
業
を
受
け
た
り
、
調
理

実
習
の
時
間
を
と
も
に
過
ご
し
た

り
し
ま
し
た
。
入
学
時
か
ら
す
で

に
「
自
分
の
夢
」
を
持
っ
て
い
る

生
徒
た
ち
は
真
剣
で
、
目
の
色
が

違
い
ま
し
た
。
自
分
が
高
校
生

だ
っ
た
頃
は
、
ま
だ
目
標
を
定
め

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
は
目
標

に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
と
き
が

一
番
輝
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
い
つ
も
前
向
き
に
、
目
標
を

持
っ
て
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す

　
　
　
企
画
課
　
広
報
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
松
林
　
拓
大

まちの人口
（11 月１日現在）

人口 前月比

男 12,198 ⇧ 20

女 12,952 ⇧ 21

計 25,150 ⇧ 41

世帯 9,352 ⇧  26

✿

♥◉

10 月に届け出し、掲載を希
望した人を載せています

Life Information

10
人

✿
蛯
澤
愛み

羽う

（
鷹
・
聖
美
）　

　
　  

住
吉
町

✿
秋
田
麗れ

衣い

（
幸
生
・
千
賀
子
）　  

緑
ヶ
丘

✿
北
向
明あ

希き

（
卓
也
・
恵
子
）　

　  

中
野
平

✿
田
澤
柚ゆ

ず

羽は

（
塁
・
瞳
）　

　
　  

　
七
軒
町

✿
佐
藤
大だ

倫ろ
ん

（
正
和
・
鮎
子
）　

　  

間
　
木

✿
山
本
彪あ

ぎ

人と

（
喬
示
・
芙
実
）　

　  

木
ノ
下

✿
成
田
凜り

り々

子こ

（
友
和
・
千
夏
子
）  

阿
光
坊

✿
門
脇
志し

帆ほ

（
康
人
・
由
香
里
）　  

鶉
久
保

✿
原
本
千ち

瑛あ
き

（
幸
政
・
愁
子
）　

　  

木
内
々

✿
中
村
悠ゆ

う

禅ぜ
ん

（
宗
一
郎
・
洋
子
）　  

木
ノ
下

12
人

◉
北
向
清
已

　
　
　
　
84
歳

　
　
上
新
町

◉
安
田
政
次
郎

　
　
　
73
歳

　
　
向

　
山

◉
中
里
德
弥

　
　
　
　
83
歳

　
　
　
曙

◉
澤
橋
貞
雄

　
　
　
　
75
歳

　
　
　
曙

◉
倉
橋
貢

　
　
　
　
　
55
歳

　
　
緑
ヶ
丘

◉
種
市
佐
太
郎

　
　
　
89
歳

　
　
豊

　
原

◉
山
端
は
な

　
　
　
　
94
歳

　
　
阿
光
坊

◉
川
口
正
太
郎

　
　
　
77
歳

　
　
藤
ヶ
森

◉
川
口
リ
セ

　
　
　
　
77
歳

　
　
藤
ヶ
森

◉
柏
崎
ト
ヨ

　
　
　
　
82
歳

　
　
　
曙

◉
甲
田
由
𠮷

　
　
　
　
84
歳

　
　
青

　
葉

◉
名
古
屋
芳
夫

　
　
　
63
歳

　
　
二
川
目

戸
の

籍
窓

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

結
婚
お
め
で
と
う

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す ２

組

藤
井
貴
紀

　
　
　
　
　

─
藤
ヶ
森

蛯
沢
美
紀
子

　
　
　
　

─
東
北
町

大
山
純
也

　
　
　
　
　

─
藤
ヶ
森

川
崎
奈
緒
美

　
　
　
　

─
五
戸
町

寄付ありがとうございます

▲ダンス愛好会パオ（小向敏美会
長）から奨学資金として現金７万
1150 円が寄付されました

▲おいらせ DSC（ダンススポーツク
ラブ、吉村敏文会長）から小学校図
書充実にと６万円が寄付されました

※有料広告掲載欄です

医療法人正恵会
☎ 0178-52-3611石田温泉病院

［診療科目］

　内科、神経科、呼吸器科、胃腸科、
　循環器科、小児科、放射線科、
　リハビリテーション科

　勤務を希望する人は気軽に問い合わ
　せてください。

［（正・准）看護師・PT・OT を募集］

　町民バスを利用する人は、受け
　付けへ連絡してください。バス
　料金の半額を助成します。

［町民バス料金を助成］［介護サービス事業］

□デイケアセンター「わの里」
　　　　　　　　　　　☎ 0178 ㊿ 1212
□短期入所生活介護「いしだ」
　　　　　　　　　　　☎ 0178 ㊿ 3611
□訪問看護ステーション「ぬくもり」
　　　　　　　　　　　☎ 0178 ㊿ 1211
□居宅介護支援ケアサポート「ももいし」
　　　　　　　　　　　☎ 0178 ㊿ 3611

地域の医療と健康を守る

Very lovely baby

Happy marriage
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1サケを捕らえにっこり。左から中村祐希さん、小石
　恵一郎さん、遠藤由紀子さん（３人とも北里大学生）
2つかみ捕りに使うサケは当日３日前からいけすに放
　流された。スタッフは寝ずの番でサケを見張った
3いけすへサケを補充するスタッフら。水しぶきとと
　もにサケが飛び跳ねる

　

お
い
ら
せ
の
晩
秋
の
風
物
詩
、「
日

本
一
の
お
い
ら
せ
鮭
ま
つ
り
」
は
、

本
町
最
大
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
に
町
お
こ

し
の
一
環
と
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
年
は
両
日
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
会
場
の
し
も
だ
サ
ー
モ
ン

パ
ー
ク
に
は
、
朝
か
ら
家
族
連
れ
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
続
々
と

訪
れ
ま
し
た
。

　

特
設
い
け
す
の
中
に
放
流
さ
れ

た
奥
入
瀬
川
の
サ
ケ
は
２
日
間
で

１
６
０
０
匹
余
り
。
体
長
80
㌢
に
も

な
る
大
き
な
サ
ケ
が
悠
々
と
泳
い
で

い
ま
す
。
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
大

人
も
大
は
し
ゃ
ぎ
し
な
が
ら
、
夢
中

で
サ
ケ
を
追
い
か
け
ま
し
た
。
中
に

は
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
の
参
加
者
や
、
い
け

す
の
水
に
飛
び
込
み
な
が
ら
サ
ケ
を

追
い
か
け
る
参
加
者
も
い
ま
し
た
。

　

サ
ケ
に
関
わ
る
催
し
は
、
つ
か
み

捕
り
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
か

み
捕
り
参
加
者
に
は
温
か
い
「
鮭
い

っ
ぱ
い
汁
」
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
５
つ
の
コ
ー
ス
で
サ
ケ
を
泳

が
せ
、
そ
の
順
位
を
競
う
サ
ー
モ
ン

レ
ー
ス
も
大
人
気
。
中
に
は
コ
ー
ス

を
逆
走
し
た
り
、
脱
走
し
た
り
す
る

サ
ケ
も
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
初
日
の
夕
方
は
花
火
大

会
。
晩
秋
の
澄
み
切
っ
た
夜
空
に
、

い
く
つ
も
の
花
火
が
夜
空
に
打
ち
上

げ
ら
れ
、
美
し
い
大
輪
の
花
が
夜
空

を
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
に
照
ら
し
ま
し

た
。

　

ほ
か
に
も
▽
輪
投
げ
▽
キ
ッ
ク
タ

ー
ゲ
ッ
ト
▽
芸
能
発
表
Ｉ
な
ど
、
多

彩
な
催
し
が
行
わ
れ
た
鮭
ま
つ
り
。

来
年
も
11
月
上
旬
に
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

4会場内で夢中になって遊ぶ子どもたち。サ
　ケつかみ捕り以外にも楽しめるのが本イベ
　ントの魅力　
5サーモンレースも大盛況。ゴールを目指し
てサケを泳がせる参加者　
6サケ早づかみゲーム。捕まえたサケをしっ
　かりつかみ、ゴールを目指し全力で走る

7初日夕方に開かれた「花火大会」。大輪の
　花が秋の夜空を美しく飾った　
8熱々の「鮭いっぱい汁」。冷えた体にサケ
　と野菜のおいしさが染みわたる
9輪投げコーナーは子どもたちに大人気。お
　目当ての賞品を狙い、輪を投げる　
�和太鼓グループ「王将太鼓」の勇ましい音
　色が夕暮れの会場に響き渡った

23

4

8
9�

56

奥入瀬川の恵み「サケ」を五感で味わった

銀りんのしぶきを浴びて
「日本一のおいらせ鮭まつり」は 11 月 13、14 の両日、

しもだサーモンパークで開かれました。
期間中は２万 5,000 人を超える来場者で連日のにぎわい。
晩秋の青空の下、銀りんの水しぶきを
体いっぱいに浴びながら、夢中でサケと戯れました。

おいらせの晩秋の風物詩―
サケと夢中で戯れた２日間

7

1

SALMON
FESTIVAL

IN OIRASE
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おいらせ広 報

「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌

P 	erson
OIRASE

ズ ー ム ア ッ プ

　

町
青
年
団
（
田
中
繁し

げ

幸ゆ
き

団
長
）
主

催
の
「
奥
入
瀬
川
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー

ク
」
に
、
団
員
と
し
て
参
加
し
た
高

栁
光ひ

ろ

美み

さ
ん
（
29
）
＝
上
新
町
＝
。

本
村
地
区
か
ら
川
口
地
区
ま
で
約
７

キ
ロ
の
奥
入
瀬
川
沿
い
を
歩
き
、
た

く
さ
ん
の
ご
み
を
拾
っ
た
。

　

少
し
一
休
み
し
な
が
ら
、
高
栁
さ

ん
は
語
る
。

　
「
実
際
自
分
の
足
で
歩
い
て
み
る

と
、
思
っ
た
よ
り
ご
み
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
な
と
気
付
き
ま
し
た
。
奥
入

瀬
川
は
未
来
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
宝
物
。
少
し
で
も
き
れ
い

に
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
」

　

普
段
は
小
学
校
の
先
生
と
し
て
忙

し
い
日
々
を
送
る
。
そ
ん
な
彼
女
が

青
年
団
活
動
に
関
わ
る
き
っ
か
け

は
、
す
で
に
団
員
だ
っ
た
友
人
か
ら

の
勧
め
だ
っ
た
。

　
「
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
人
た
ち
と

知
り
合
う
こ
と
が
で
き
、
交
友
関
係

が
広
が
り
ま
し
た
」
と
に
っ
こ
り
。

　

青
年
団
活
動
で
感
じ
た
地
域
と
の

関
わ
り
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
、
子
ど
も
た
ち
に
も
伝
え
た
い

と
意
気
込
ん
で
い
る
。

たかやなぎ・ひろみ　1981 年百石町
（＝当時）下前田生まれ。小学生のこ

ろからスケート、水泳、バスケット
ボールなどのスポーツに親しむ。県立
三沢高校卒業後、茨城キリスト教大学
へ進学し、教員の道を志す。現在、三
沢市立三沢小学校の講師として勤めて
いる。趣味はスノーボード、サーフィ
ンなど。来年４月には待望の第１子を
出産予定。夫との２人暮らし。おいら
せ町上新町在住、29 歳

Profile

町のイメージキャラクター
「おいらくん」です。

12 月は１年のうちでもっと
も日没が早い時期です。車
のライトは早めに点灯して
くださいね。

青
年
団
で
得
た
「
関
わ
り
」
の
大
切
さ

子
ど
も
た
ち
に
も
し
っ
か
り
伝
え
た
い

髙
栁
光
美
んさ

（
上
新
町
）


